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Ⅰ はじめに

1 ｢くらし｣の授業の創設

本校高等部では､平成 13年度から独 自の授業 ｢くらし｣ が始まった｡この授業は文部科学

省の指定研究開発 ｢個別の教育的ニーズにこたえる教育課程 と授業の実践 (平成 12年度～14

年度)｣の中で､新教科の試案 として創設 された｡移行支援に関する学習は､単に進路先決定と

い う進路指導だけではなく､高等部の学習 として本人の生活全体を考慮 した学習内容を準備す

ることが求められた｡卒業後の自分自身の暮 らし方､さらには生き方を主体的に考え､選択 し､

体験を重ねる学習が独 自の授業内容を持っものとして独立 した授業形態をとることが必要と考

えた｡一方､｢個別教育計画｣に取 り組む中で出されてきたニーズの中にも､卒業後の生活の仕

方に関わる内容が多く見られたが､それ らのニーズに応えるシステムが当時存在 しなかったこ

とから ｢くらし｣が創 られた｡そこでは将来の生活に必要となるであろう "スキル"の獲得だ

けでなく､適切に支援を求める力の酒養 も含めた学習を目標 とし､授業を創っていったところ

に一つの特徴があった｡

2 ｢くらし｣の授業の概要

くらしの授業は､｢主体的にくらしを創造 していく｣生徒の育成を目指 し､生徒たちの ｢生活

-の気づき｣､｢生活技能の獲得｣､｢主体者意識｣､｢必要なときに支援を受ける方法の獲得｣な

どを目的に創設 された授業である｡その目標は以下の3点である｡

○生活に必要な知識 と技能を身に付け､今の生活にいかしながら､卒業後の生活-の準備を

始める｡

○生活の中でできることは自分でや り､必要な場合は援助を受けることを学習 し､実践でき

るようにする｡

○自立 した生活に向けての意欲を育み､主体者 として生きていく素地を養 う｡

これ らの目標のもと､調理､被服､住まい各分野の目標は以下のとお りである｡

調理

○調理に関する実践的な活動を通 して､生活に必要な知識 と技能を身に付け､生活にいかす｡

被服

○被服に関する実践的な活動を通 して､生活に必要な知識 と技能を身に付け､生活にいかす｡

〇時､場所､目的等に応 じて､清潔な服装に心がけ､生活する｡

住まい

○住まいに関する実践的な活動を通 して､生活に必要な知識 と技能を身に付け､生活にいか
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す｡

実際の授業は ｢くらし実践編｣として ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣の3分野と ｢くらし知識編｣

の ｢生活知識｣の4分野で成 り立っている｡ 授業は実践編が週 1回2単位時間､知識編が週 1

回 1単位時間で行われている｡ 実践編は年間を3期に分け､1年間で各分野を学習するように

組み立てられている｡ 各学年での学習時期などは以下の通りで､各時期 とも授業回数は6- 7

回程度である｡

第 1期 第2期 第 3期

4月～ 7月 9月～12月 1月～ 3月

1年生 すまい 調理 被服

2年生 被服 すまい 調理

3年生 調理 被服 すまい

くらし実践編 (以下 ｢くらし｣ と表記する)の学習内容は､分野ごとに学習内容一覧として

まとめてある (資料 1-3)｡これらについて各学習時期の当初に生徒､保護者にアンケー トを

取り､その結果を見て学習課題を設定している

次に､実践編の実際の授業であるが､各学習時期 と授業の展開は以下のような手順である｡

･生徒 ･保護者-のアンケー トより学習課題を設定する｡

･1回目の授業でオリエンテーション的内容､あるいは実態把握的な内容を行 う｡

･学習課題の修正を行い､毎回の授業を行 う｡

･毎回の授業で評価表を兼ねた手順表 (ワークシー ト)を使用し､授業ごとに生徒の自己

評価 と教員の評価を行 う｡

･必要と状況に応 じ､同じ学習を何度か継続 して行 う｡

･学習時期の最後に､当該時期に行った学習についての評価を評価表に記入 し､家庭に返

す｡

3 ｢くらし｣の授業の 10年間の変遷

｢くらし｣の授業を開設 して 10年になるが､現状では､開設当初とはそれなりに様変わり

しているところもある｡ここでは､この 10年間のくらしの学習について､学習グループの編

成､評価表 (ワークシー ト)等の変化という観点で変遷をみてみる｡

創設当初はまだ､｢自己選択 ･自己決定｣という思潮が一つの社会的な流れであった時代であ

る｡ そのため､くらしの授業にもその影響が大きく見られた｡たとえば､創設当初は実践編 3

分野についてどれから順番に学習するか､ということも生徒の選択の対象であった｡また､何

を学習するかを選択するのも､現状に比べ､生徒の選択に応 じて行くとい う傾向が強かった｡

そのため､実践編 3分野の学習グループの決定や､個々の生徒の学習課題の設定などにも多く

の調整が必要であった｡授業の開設4年 目より､学習グループを各学年で順番に行 うように変

更した｡生活知識に関しても当初能力別グループ編成を行っていたが､2年前より､学年単位

で授業を行 うように変更している｡

また､評価表 (ワークシー ト)等の変化であるが､生徒個々の特性に合わせて資料を作 り変

えることは当然のことであるが､それと同時にICT技術の進歩により､よりわかりやすい評価
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表 (ワークシー ト)等の資料の作成が容易になった｡当初から言葉だけでは難しい生徒たち-

の情報提示の方法は大きな課題であったが､評価表 (ワークシー ト)等-の画像の導入などを

含め､個々の生徒の特性に応じた評価表等の資料作成はやりやすくなっている｡

Ⅱ 昨年度の研究概要

1 ｢くらし｣の授業の課題

｢くらし｣の創設から10年が過ぎ､知的障害児 ･者を取り巻く社会的状況や生活スタイル､

本校高等部生徒の実態等が変化してきた｡また､日々の実践を繰 り返す中で､保護者の希望や

本人のニーズを尊重しながら､限られた教員数でいかに効率的な授業､最適な内容を3年間の

見通しの中で展開していくかという課題が挙がっていた｡そのためには授業づくりのもととな

る ｢学習内容一覧｣の項目やアンケー トの取り方､および学習形態 (個別の指導を中心とした

ものと集団で学習するもの)の組み方等を見直す必要があった｡また､高等部 3年間での学習

の発展性や家庭との連携および卒業後-の移行につながる評価方法も検討する必要があった｡

2 ｢くらし｣の授業の課題への取り組み

前述のような目的で開設した ｢くらし｣の授業であるが､10年間の実践の中でいろいろと困

難な点や課題もあげられるようになった｡そして昨年度の研究は ｢生徒の生活によりそう ｢く

らし｣ の授業づくり｣ をテーマに､実践編 3分野で現状での ｢くらし｣の課題を検討し､授業

改善を図った｡そして主に以下の5点で一定の成果が得られた｡

①生徒の希望や保護者のニーズ､家庭での活動状況等の情報収集の改善

②指導内容や指導計画の改善

③生徒の課題設定の方法の改善

④手順表 (ワークシー ト巨の改善

⑤教材の工夫 (新しい器具 ･機材等の導入)

⑥指導方法の改善

3 ｢くらし｣の研究で残された課題

上記の課題については一定の成果が得られたが､｢くらし｣の授業が全体として目指す方向性

や､理想とする生徒像に関して調理､被服､住まいの各分野共通の理解を図り､くらし全体を

見通して何を目指し､何を教えるのかについて各分野の整合性をつけることは大きな課題とし

て残った｡この整合性を持つことは､各分野で授業を組み立て､行 う上で授業に関わる人が共

通に持つべき認識である｡ そのためにはくらし創設時に作成された指導内容一覧をもとに､3

年間を見据えた学習の流れを再度見直し､それを再構築し､各分野共通の形のものとして整理

することが必要であった｡
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Ⅲ 今年度の研究内容

1 テーマの設定

今年度の全校研究テーマは ｢教育課程の新たな展開に向けた取り組み Ⅰ一支援内容配列表改

訂に向けて-｣である｡我々は前述のような ｢くらし｣の学習の状況を考え､昨年度から取り

組んでいる ｢くらし｣の授業の研究を継続することとした｡そして ｢くらし｣の授業の課題の

一つである､｢生徒の生活の中に学習したことを生かす｣ための授業づくりを今年度の研究課題

と考え､｢生徒の生活によりそう『くらし』の授業づくりⅡ｣をテーマとして研究に取り組むこ

ととした｡支援内容配列表の改訂に向けては､｢くらし｣の授業改善を図る中で ｢くらし｣の目

標と支援内容配列表の該当する部分の目標や項目を精査し､比較対照することを研究の一部と

することとした｡

2 研究の概要

上記のテーマ設定に基づき､以下の内容について検討することとした｡

1)支援内容配列表と ｢くらし｣ の関連

2)｢くらし｣のめざす方向性

3)｢くらし｣の各分野 (調理､被服､住まい)の ｢学習の構成｣表

4)生徒の生活によりそう授業づくり

1)支援内容配列表と ｢くらし｣の関連

① ｢くらし｣の学習内容が生活支援内容配列表 (高等部の欄)に当てはまる項目

生活支援の中の

身辺生活 :人､時､場に合わせた日常生活に必要な身辺処理を自分でおこなう｡

家庭生活 :将来の自立生活に必要な調理､被服､住まいなどの知識と技能を身につけ

実践する｡

集団生活 :学校や社会のきまりを考えたり､進んでこれを守るようになる｡

地域生活:地域の身近な人たちや支援者を理解し､ニーズに適合した活動をおこなう｡

地域社会のルールを理解し､生活に生かしていく｡

経済生活 :計画的な買い物をする｡

こづかい帳を利用したお金の使い方がわかる｡

健康 ･安全 ･性 :自分の健康状態を考えて主体的に生活する｡

体や心の安定維持に必要な知識や方法を身につけ使えるようにする｡

危ないことの予測や配慮を考えて行動する｡

障害について知り､肯定的な自己像確立に向けた準備を始める｡

②支援内容配列表の生活支援の目標

家庭や地域で暮らすための基礎的な知識や技能､態度を形成するとともに､将来の生活

を主体的に切り開いていこうとする力-の支援

③支援内容配列表の ｢生活支援の目標｣から ｢くらし｣の学習の構成をとらえ直す

生活支援の目標の前半部分には ｢家庭や地域で暮らすための基礎的な知識や技能､態
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度を形成する｣があり､これは ｢くらし｣ の目標 ｢生活に必要な知識と技能を身に付

け､今の生活にいかしながら､卒業後の生活-の準備を始める｣と合致する｡また､

生活支援の目標の後半部分の ｢将来の生活を主体的に切 り開いていこうとする力-の

支援｣は､｢くらし｣の目標 ｢自立した生活に向けての意欲を育み､主体者としていき

ていく素地を養 う｣ことととらえることができる｡このように､高等部の ｢くらし｣

の学習は､支援内容配列表の ｢生活支援｣と密接に関わっていることがわかる｡

2)｢くらし｣の目指す方向性

①今までの ｢くらし｣の学習システム

生徒の希望､保護者のニーズをアンケー トでとり､各分野の担当者の方針のもと指導

計画を立て､授業を行い､授業後に評価をし､その評価を評価表で家庭に報告をしてい

た｡そして翌年度に再度アンケー トを行って家庭での取り組み状況を調べ､指導計画を

立てていた｡生徒の希望や保護者のニーズの実態把握を受けて各分野担当者が指導計画

を立てるのだが､指導計画を立てる際の基本方針や､3年間でなにをどう学ぶのかとい

う学習の流れの作成は各担当者に任されていた｡そのため､分野の担当者が変われば指

導計画や指導内容もまた変更される可能性があり､｢くらし｣の授業としての一貫性に欠

ける可能性があった｡

図に表すと以下のようになる (塗りつぶしの矢印は課題があった個所)｡ ナ

次年度-

② ｢学習の構成｣を取り入れたシステム

上記の反省を受け､アンケー トを取り､支援内容配列表と学習内容一覧をもとに指導

計画を立てる際､主体的な本人を目指した学習内容を考慮し､各分野の特性や学習の順

序を考えるために ｢学習の構成｣ 表を作成し､それに基づき指導計画を立てることとし

た｡
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指導計画立案までのシステムの変更を図に表すと以下のようになる｡

今までのシステム

支援内容配列表

(生活支援に

関わる内容)

学習内容一覧

くらし各分野

｢学習の構成｣ を取り入れたシステム

支援内容配列表

(生活支援に

関わる内容)

学習内容一覧

くらし各分野

各分野の特性

指導計画

学習の構成

学習の順序

-主体的な本人を

目指した学習

③新しい ｢くらし｣ の学習システム

調理､被服､住まい各分野の指導計画に整合性をつけるため､今までの学習システム

に ｢学習の構成｣ を加えることは大きな意義を持っ ｡ しかし､高等部在学中の3年間の

大きな流れの中で次年度の ｢くらし｣の学習のステップアップを図ろうとすると､｢くら

し｣の授業を行ったあとの家庭での取り組み状況をより正確にとらえる必要がある｡ 授

業で学んだ実技の部分がその後家庭でどのように取り組まれているか､くらしに関して

意欲や意識の部分で変化はあったか等に関し､家庭で評価をしてもらうこととした｡そ

の結果をフィー ドバックし､次年度に再度アンケー トを実施し､参考資料とすることで､

より生徒によりそう指導計画が立てられると考える｡

｢学習の構成｣と ｢家庭での評価｣を学習のサイクルに取り入れることにより､直線

的であった今までの学習システムが､次年度の学習の流れに継続的に引き続くらせん状

になり､3年間を通しての ｢くらし｣の学習の流れが､より機能的になると考える｡
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｢学習の構成｣と ｢家庭での評価｣を取 り入れた ｢くらし｣の学習システムのイメー

ジを図に表すと以下のようになる (太字と塗 りつぶしの矢印は新たに設けた個所)0

アンケー ト

④ ｢学習の構成｣を考える上での視点

｢くらし｣創設の際の基本的な考えである ｢卒業後の自分自身の暮らし方､さらには

生き方を主体的に考え､選択 し､体験を重ねる学習が独自の授業内容を持つものとして

独立した授業形態を取ることが必要と考えた｣を踏まえ､｢くらし｣の目標の中の ｢自立

した生活に向けての意欲を育み､主体者 として生きていく素地を養 う｣ために何が必要

であるのかを考えた｡

｢くらし｣ の授業は実践編という名称がついている通 り､技能の習得を目指す側面を

持っていることは確かだが､その技能の習得を裏付けるためには､生活を主体的に切 り

開いていこうとする力を育成 し､｢わたしは～できるようになりたい｣｢ぼくは～なくら

しがしたい｣といった生活-の気づき ･意欲の育成も同時に行わなければならない｡将

来の自分が ｢どんな仕事をしているのかな?｣｢給料でなにを買お うかな?｣｢週末はな

にをして過ごしているのかな?｣等､どのようなくらしをし､どのような人生を送るの

かを生徒自身で考える機会を設けることも必要である｡ このように生徒自身が自ら自分

のくらしを 『考える』視点を､技能の習得と同じレベルで並列 して明示 したことが ｢学

習の構成｣の大きな特徴である｡
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図に表すと以下のようになる｡

三 二日
生活-の気づき
主体者としての気づき

⑤ ｢学習の構成｣を作成するにあたって

｢学習の構成｣ の一番上の欄には支援内容配列表における ｢生活支援｣の目標を掲げ

た｡｢生活支援｣の目標の下の左欄に ｢生活を主体的に切 り開いていこうとする力｣に関

わる学習内容を載せた｡これらを生徒向けのことばとして 『考える』とまとめ､各分野

ともに ｢～を考えよう｣のキャッチフレーズとして統一し､生徒の意欲や意識の育成を

目指した｡右欄には ｢基礎的な知識や技能､態度｣に関する学習内容を載せた｡これら

を生徒向けのことばとして 『つくる』とまとめ､各分野ともに ｢～をつくろう｣のキャ

ッチフレーズとして統一し､技能や態度の育成を目指した｡また､各欄にはテーマを掲

げ､取り組むべき指導内容がわかりやすくなるようにした｡

表の左欄の ｢～を考えよう｣の学習項目と右欄の ｢～をつくろう｣の学習項目には関

連を持たせ､実技の能力の育成と同時に意欲や態度の育成も図れるようにした｡
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Ⅳ 調理､被服､住まい各分野の ｢学習の構成｣

1 調理

1)｢学習の構成｣を作成するにあたって
㌔

O ｢調理｣を単なる ｢料理｣と捉え､調理のスキルのみに焦点を当てるのではなく､自分の
現在の生活や将来の生活をより主体的に考える学習の機会と考える0

○ 学習内容一覧にある44項目のアンケー トの結果を踏まえて指導計画を立てることは､教員

の経験や生徒の見取り､家庭に関する情報量に大きく左右されてしまう｡ よって学習内容

を3段階に分けることで､より狭い選択肢で保護者アンケー トを実施でき､指導計画も立

てやすくなると考えた｡

○ 調理は包丁やガス等の調理器具を使い､安全の確保が第-である｡そのため､保護者-の

アンケー トと生徒の希望を踏まえ､ 1クラスを3つのグループに分けた｡このグループ分

けは年度ごとに検討し､各学年での授業を行う｡

03つのグループがそれぞれ､生徒の実態に合わせ､｢学習の流れ｣の該当するステップ (項
目)を中心に指導計画を立て､授業を組み立てる (1年生でもステップ1を中心に活動す

るグループもあれば､ステップ3を中心に活動するグループもある)0

O ｢生活を主体的に切り開いていこうとする力｣ に関する学習内容に関して､生徒が覚えや
すいキャッチフレーズとして ｢安全で健康的な食生活を考えよう｣を､｢基礎的な知識や技

能､態度｣に関する学習内容に関して､生徒が覚えやすいキャッチフレーズとして ｢安全

で健康的な食生活をつくろう｣ を作った｡

O ｢～を考えよう｣は､自分自身の生活に目を向ける､興味 ･関心を広げる､自分のことと
して考える (- ｢調理は自分の責任でするものなんだ !｣｢自分が食べるものは自分で決め

て良いんだ !｣)ことをねらった内容で構成した｡

O ｢～を考えよう｣の中では､自分の生活に目を向けさせるために､まずステップ1では ｢自
分から参加する食生活｣を取り上げることとした｡そして､ステップ2では ｢ひとりでで

きる食生活｣､ステップ3では ｢ライフスタイルに合った食生活｣と段階的に内容を配列し

た｡

O ｢～をつくろう｣は､現行の学習内容一覧にある項目のスキルを精選したうえで､｢～を考
主よi｣のステップごとの内容に関連させて構成した｡

O ｢～をつくろう｣の中では､まずステップ1｢調理でできることを増やす｣をテーマとし､
調理の基本､色々な器具の使い方等を指導でする｡ステップ2では｢調理をひとりで行う｣､

ステップ3では ｢調理活動全般をひとりで行う｣ をテーマに､保護者-のアンケー トや生

徒の希望を踏まえ､指導計画を立てる｡

O ｢～を考えよう｣の内容を事前授業や授業の導入で取り扱い､1回の授業 110分間の残り
の時間を ｢～をつくろう｣に当てる｡
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2)｢学習の構成｣表

L支援内容配列表における ｢生活支援｣の目楓

｢家庭や地域で暮らすための基礎的な知識や技能､態度を形成するとともに､

将来の生活を主体的に切り開しヽていこうとする力への支援｣

｢生活を主体的に切り開いていこうとする力｣に関わる学習内容 ｢基礎的な知識や技能､態度｣に関する学習内容

匪ヤツチフレーズl 匪 ヤツチフレーズl

｢安全で健康的な食生活を考えよう｣ ｢安全で健康的な食生活をつくろう｣

スチ 匡≡司r自分から参加する食生活｣ 匡司 ｢調理でできることを増やす｣
○ 自分の好きな食べものを考える○ ○ メモに応 じて買いものができるo
○ 自分ができる調理スキルを知る○ ○ 自分から調理の準備をすることができ

ツ ○ 家庭の中で自分ができる調理活動を知 る○

プ るo ○ 包丁を安全に扱 うことができるo
1 ○危険な調理器具について知る○ ○ 自分ができる調理スキルを使い､確実に
○ ごはん､おかず､甘 ものを揃えた一食の できることを増やすo

スタイルを知るo ○ 調理の後片付けで､確実にできることを増やすo

ス 匡≡司rひとりでできる食生活｣ 匡≡司 r調理をひとりで行う｣○ ひとりで調理できる料理を見つける○ ○ 必要な材料の買いものができる○

ツプ2 ○得意な一品を作る意欲を持つo できるo○家族のために作る料理を考える○ ○ 調理器具を安全に扱 うことができるo
○調理の安全や衛生について知る○ ○ ひとりで調理することができる○

○ 主食､主菜､副菜を揃えた一食のスタイルを知る○ ○ 食器 と調理器具の後片付けができるo

ス 匡≡司 rライフスタイルに合った 匡≡司 ｢調理活動全般をひとりで

食生活｣ l行う｣

○ 自分のライフスタイルに合った食生活 ○ 予算内で､献立にあった買いものができ
チ を考えるo る○

ツプ3 ○ 栄養バランスのとれたメニューを-考え ○ 食材を衛生的に管理することができる○る○ ○ 調理する場所の安全を維持するo
○ 家庭にある材料でメニューを考えるO. ○ 市販のレシピか ら自分の食べたい料理
○ 食生活の安全や衛生について知る○ を選び､調理することができる○
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2 被服

1)｢学習の構成｣を作成するにあたって

O ｢被服｣を洗濯や裁縫のスキルのみに焦点をあてるのではなく､自分の現在の生活や将来の

生活をより主体的に考える学習の機会と考える｡

○具体的には､｢被服｣分野を ｢衣生活｣と大きな視点で捉えることで､洗濯や服のことなどが

自分の生活の一部であると捉えること､その中で自分に合った衣生活を創っていくことをね㌔

らいとしている｡

O ｢被服｣の学習内容をまとめたフレーズとして､｢すてきで快適な衣生活を考えつくっていく

こと｣とした｡

O ｢すてき !｣とは､自分の服や自分の衣生活を自分のこととして捉えることができ､生活の

主体者としての意識をもっこと､また､ファッション､服装､服を着ることを楽しむこと､

自分の好きな服や着たい服を選ぶこと､選んでもいいことがわかること等をイメージしてい

る｡

O ｢かいてき !｣は､自分も相手も快適に過ごすことを前提とし､衣類の清潔を保ち､長持ち

させるための衣類の手入れがわかること､自分のサイズや活動､目的に合う服が選べること､

などから､｢この服気持ちがいい !｣と思え､自分に合った自分らしい衣生活を自分でつくっ

ていくことをイメージしている｡

○構成表にはステップ1からステップ3に分類されているが､被服ではステップを学年として

捉えている｡

O｢～を考えよう｣ では､自分自身の生活に目を向けること､興味 ･関心を広げること､自分
のこととして考える (- ｢自分の好きな服を着ていいことがわかる｣&｢自分の責任で服の

着回しや洗濯のプランを自分で決めることができることがわかる｣)ことをねらった学習であ

る｡ステップ1では､自分の身近な服や身近な服の手入れについて考える｡ ステップ2では､

生活を楽しむための服を着ること､色々な服装やファッション､コーディネー トについて考

える｡ステップ3では､社会人にむけて自分に合った衣生活をデザインしていくことについ

て考える｡自分の服から他者との関わりの中での服､そして社会の中での服と､衣生活の幅

を広げていく｡このことは､実際の高校生活での生活の幅の広がりとリンクしている｡

O ｢～をつくろう｣では､｢すてきで快適な衣類を維持していくこと｣に関する知識や技能､

態度を身に着けていく｡ これは､学習内容一覧にある項目から､衣類の手入れや管理に関す

るスキルを精選した上で､｢～を考えよう｣のステップごとの内容に関連させて構成した｡

ステップ1では､衣類の清潔を維持するための知識やスキルを身につけることを目的として

いる｡ 主に洗濯に関することが中心となる｡ステップ2では､色々な服を管理していく知識

やスキルを身につけることを目的としている｡ 洗濯の応用的な方法や､衣類の修繕が入る｡

ステップ3では､衣生活を自分で作っていく時に､知っておきたいこと､身につけておくと

より快適に過ごせると思われる内容を中心としている｡｢～を考えよう｣と同じように､衣

類の維持や管理の幅が1から3まで広がっていくイメージである｡

○この構成表をもとに､保護者のアンケー トや本人のニーズを踏まえて指導計画を立てている｡

-911



2)｢学習の構成｣

匪援内容配列表における ｢生活支援｣の目標l

｢家庭や地域 で暮 らすための基礎 的な知識や技能､態度 を形成するとともに､

将来の生活 を主体的に切 り開 しヽていこうとする力への支援｣

｢生活を主体的に切 り開いていこうとする力｣に関わ る学習内容 ｢基礎的な知識や技能､態度｣に関す る学習内季

lキャッチフレーズl 匝ヤツチフレーズl

｢すてきで快適な衣生活 を考 えよ う｣ ｢すてきで快適な衣生活 をつ くろう｣

ス 匡≡司 r衣類の役割｣ 匡≡司 ｢衣類の清潔 を維持す る｣

○ 自分が持っている服を見つめなおし､ ○ 衣類の汚れやほつれに気づくo
服-の関心を高める○ ○ 洗濯の一連の流れができる (洗 う､干

チ ○ 服を清潔にすることの必要性を考え す､取 り込む)○

ツプ1 る○ ○ 衣類をたたむことができるo○ 寒暖に応 じた服装を考えるo ○ 現状の生活に応 じたや り方で衣類の収

○ 自分に合った衣類のサイズがわかるo 納ができる○○ アイロンを使 うことができる○○ 衣類の購入ができる (下着など)o

メ 匡≡司 r生活 を楽 しむための服｣ 匡≡司 ｢色 々な衣類 を管理す る｣
○ 色々な服装を知る○ ○ 素材や汚れに応 じて洗濯機の機能を使
○ 自分の好きな服､似合 う服を選ぶ楽し い分けて洗濯できる○

チ さを知る○ ○ 洗剤の種類や使い方が分かるo

ツプ2 ○ 活動の目的に合った服の素材やデザイ ○ 靴を洗 うことができるoンを知るo ○Yシャツやズボン等のアイロンがけが
○ 色々な服のコーディネー トを考えるo できるo

○ 衣類を大切に長持ちさせる手入れの仕 ○ 衣類の修繕ができる○

方を知るo ○ 衣類の購入ができる (自分の好きなカジュアルな服など)○

ス 匡≡司 r社会人 と しての衣生活｣○ 場面や 目的にふ さわ しい服装を考え 巨 頭 ｢よ り快轡 こ衣類 を維針管理す る｣○ 衣類の手入れや修繕の専門店を利用す
チ る○ ることができる○

ツプ3 ○ 自分にあった収納の仕方を考える○ ○ 革製品や小物の維持管理ができる○○ 衣生活に必要な生活雑貨の種類や選び ○ 衣料用消臭剤や防虫剤などの種類や使
方を考える○ い方がわかる○

○ 衣類の着回 しと洗濯プランを考える ○ 衣類の購入ができる (ネクタイやス ト
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3 住まい

1)｢学習の構成｣を作成するにあたって

O ｢住まい｣を単なる ｢お掃除の学習｣として､清掃のスキルの年に焦点を当てるのではな
く､自分の現在や将来の生活をより主体的に考える学習の機会と考えて､学習内容を捉え

直した｡

○ 学習内容を大きく二つに分けて考えた｡これまで大きく扱ってきた清掃のスキルに関連す

る内容を ｢『基礎的な知識や技能､態度』に関する学習内容｣として整理し直した｡一方､

生活を主体的に捉えること-のアプローチとして ｢『生活を主体的に切り開いていこうとす

る力』に関する学習内容｣として内容を検討した｡

O ｢『生活を主体的に切 り開いていこうとする力』に関する学習内容｣には､授業において､
生徒がイメージしやすいように ｢健康的で快適な住まいを考えよう｣というキャッチフレ

ーズをつけた｡｢『基礎的な知識や技能､態度』に関する学習内容｣のキャッチフレーズは､

｢健康的で快適な住まいをつくろう｣とした｡

O ｢～を考えよう｣ の学習は､自分自身の生活を見直し､広く ｢住まい｣に対しての興味 ･
関心を広げることをねらった｡用意された家の中に住まわされているのではなく､自分で

自分の住まいを創造していこうとする意欲の向上や態度の形成をねらって学習内容を考え

た｡(｢自分の部屋は､自分の好きなように飾っていいんだ !｣｢自分の責任で管理､掃除す
るものなんだ !｣｢自分が住むところは自分で決める権利があるんだ !｣)

O ｢～を考えよう｣の中では､自分の生活に目を向けさせるために､まず 1年生では､身近
な ｢自分の部屋｣を取り上げることとした｡そして､2年生では ｢家｣､3年生では ｢将来

のすまい｣と段階的に内容を配列した｡(縦のつながり)

O ｢～をつくろう｣は､現行の学習内容一覧にある項目､いわゆる ｢ハウスキーピング｣の
スキルを精選したうえで､｢～を考えよう｣の学年ごとの内容に関連させて構成した｡(横

のつながり)

O ｢～をつくろう｣の中では､まず 1年生で ｢居室の掃除｣をテーマとし､掃除の基本､色々
な道具の使い方等を原則一斉指導で行 う｡2年生では ｢色々な場所の掃除｣､3年生では ｢住

まいに必要なこと｣をテーマに保護者､本人-のアンケー トを踏まえて指導計画を立てる｡

○ 学習内容一覧にある38項目のアンケー トの結果を踏まえて指導計画を立てる現行のシステ

ムでは､項目が多く､学習内容を絞 りにくい｡また､学習内容を選定するにあたって､担

当教員の経験や生徒の実態把握､家庭に関する情報量に大きく左右されてしまう｡そこで

学習内容を3段階 (3学年)に分け､より少ない項目で保護者アンケー トを実施すること

で､学習内容が絞られ､指導計画も立てやすくなると考えた｡

01回の授業 110分間の内､原則､1/3程度の時間を上記 ｢～を考えよう｣､2/3程度の時
間を ｢～をつくろう｣に当てる｡できるだけ前後半の内容を関連づけることができるよう

に指導計画を工夫する｡
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2)｢学習の構成｣

庫援内容配列表における ｢生活支援｣の目樹
｢家庭や地域で暮 らすための基礎 的な知識や技能､態度 を形成す るとともに､

将来の生活 を主体的に切 り開 しヽていこうとす る力への支援｣

｢生活を主体的に切 り開いていこうとする力｣に関わ る学習内容 ｢基礎的な知識や技能､態度｣に関す る学習内容

匪ヤツチフレ-ズl 匝ヤツチフレーズl

｢健康的で快適な住 まいを考 えよ う｣ ｢健康的で快適な住 まいをつ くろう｣

ス 匡≡司 r自分の部崖 ｣ 匡≡司 ｢居室の掃除｣

○ 自分の部屋を見つめ直し､.関心を高め ○ 整理整頓をすることができる○
る○ 〇 第やちりとりを使 うことができる○
○ 自分の部屋の好きなところや困ってい ○ 雑巾や布巾を使 うことができる○

チツプ ることなどを考える○ ○ 掃除機を使 うことができるo〇 人それぞれ､様々な部屋のあり方､ス ○ 窓の掃除ができる○
1 タイルがあることを知るo ○ 色々な掃除グッズの種類､用途､使い
○ 部屋に必要な物や欲 しい物を考える○ 方がわかるo(お掃除シー ト､モップ､

○ 自分の好みの部屋､自分らしい部屋を考える○○ 掃除はいつ､誰が､どんな風にしているのかがわかる○ ダスター､化繊雑巾､洗剤等)

ス 匡≡司 ｢家｣ 匡≡司 ｢色々な場所の掃除｣○ 生活を送 るために必要な部屋がわか C)トイレの掃除ができる○
チ る○ ○ 浴室の掃除ができる○

ツプ2 ○ 間取りについて知るo ○ 洗面所の掃除ができるo○ どの部屋をいつ､誰が､どんな風に掃 ○ 玄関の掃吟ができる○

除しているのかがわかる○○ 家庭での自分の掃除分担を考える○○ 住みたい理想の家を考えるo ○ 台所の掃除ができる○

ス 匡≡司 r将来の住 まい｣ 匡≡司 ｢住 まいに必要な こと｣

○ 色々なくらしの形態を知る (一人暮 ら ○ 布団干 しやベ ッ ドメイキングができ
し､通勤寮､グループホーム､家族と るo

チ 同居等)o ○ 電池∴電球､蛍光灯等の扱いができる○
ツ ○ 生活に必要な家具､道具がわかる○ ○ 冷暖房器具の扱いや手入れができるo

プ3 ○ 部屋の探 し方､借 り方､家賃等につい ○ コンロの掃除ができる○
て知るo ○ 換気扇の掃除ができる○
○ 家具や生活雑貨の選び方や買い方を知 ○ 生活を彩る幅を広げる (花を生ける､
る○ 額を飾る等)o



Ⅳ まとめ

高等部として生徒に ｢よりそう｣授業とはなにか?この問いを改めて考えることから本研究

はスター トした｡｢くらし｣の授業実技編としては技能の育成を大切にし､｢わたしは～できる

ようになりたい｣と､できることを増やすことはもちろん大事ではある｡しかし､卒業後の生

活-の期待感や前向きな姿勢を持っ人間を目指すこと､つまり｢わたしは～なくらしがしたい｣

といった意識や意欲を引き出し､明確な課題設定をすることで､生徒の新たな気づきを作り､

生徒が主体者として意欲的に生きていくことも同時に大切なことである｡

｢くらし｣の授業と言うと､技能の育成というイメージがあるかもしれない｡しかし技能は､

生徒が生活-の気づきゃ主体者として生きる気づきを持って初めて身につくものである｡生徒

の意欲や意識を高めることこそ､｢くらし｣ の授業づくりの大前提であると考える｡そのため､

目には見えにくい意欲や意識の育成の指導をどのように行うのか､それに伴う学習の流れはど

のようにすべきか､に研究の主眼を置いた｡

支援内容配列表と学習内容一覧をもとに､新たに ｢学習の構成｣を作成し､｢くらし｣の学習

サイクルに組み込むことにより､上記の課題の解決-向けては一歩前進したと考えている｡生

徒が生活の主体者として生きることは､最近話題になっているキャリア教育に通じるものがあ

る｡キャリア教育に労働､余暇､生活に加え､市民としての観点が含まれていることは､将来

の生活において生徒が生活の主体者として生きていく力を育成することである｡ これは技能の

習得のみが生活を作っていくのではなく､｢わたしは～したい｣という権利意識､つまり自分ら

しく生きていく力を育成することである｡ この視点を改めて認識したのが本研究の大きな収穫

の一つである｡

また､本研究を進める中で､｢くらし｣ の授業でなにをどう教えるのかということを議論し､

今まで各担当者に任されていた指導計画が高等部全体のものとして統一できたことも大きな収

穫である｡｢くらし｣全体として意識しておくべきこと､調理､被服､住まいの各分野で共通し

て教えることを､高等部全教員が共通認識として持つことができるようになり､授業に一貫性

が出てきた｡

今後の課題としては､調理､被服､住まい各分野の特性を考慮しつつ､共通の形で ｢学習の

構成｣ 表を作成したが､この表をもとに来年度､さらには3か年をかけ､その妥当性の検証を

していかなければならない｡また､学習の流れで ｢アンケー ト｣｢評価｣｢家庭での取り組み｣

｢家庭での評価｣等個別の活動についても検討を重ねなければならない｡さらに長期的な観点

からは､｢くらし｣の授業の改善-の取り組みによって､生徒の卒業後の生活がどのように変化

するであろうかを検討することも必要である｡また､家庭との連携において ｢家庭でなにをす

ればできるようになる｣ といった情報の､学校側からの発信も考えなくてはならない｡

以上､まとめとして本研究の成果と今後の課題について述べたが､これから実際に ｢くらし｣

の授業を行うにつれ､新たな課題が出てくるであろう｡それらの課題を高等部全体で共有し､

解決に向かうことで､より良い ｢くらし｣の授業を展開していきたいと考える｡
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資料 1 ｢調理｣学習内容一覧

具 体 的 な 内 容

1段階●基 1.身支度 (エフ○ロン.三角巾 .うでまくり)

2.つめ切 り (練習用の紙､自分の爪､右､左)

3.手洗い (掌 .手の甲 .指の間 .指先 .手首)

4.調理器具の名前がわかる

5.材料の名前がわかる

6.ガスを安全に使 うことができる (元栓開け閉め､点火 .消火､火の大きさ調節､

点火中の注意)

7.お茶､紅茶､コーヒー等を入れ､かたづけができる

8.インスタン ト食品を使って食事を用意 し､かたづけができる (例 :カップ麺､イン

礎編●包丁を スタン トラーメン､味噌汁､やきそば他)

9.インスタン ト食品､レトル ト食品､冷凍食品を買 うことができる

10.電子 レンジが使える (例 :ごはん､野菜､冷凍ピザ､クやラタン､カ レー等の冷凍食品

使わないでできる レトル ト食品他)

ll.目玉焼きを作 り､かたづけができる

12.ご飯を炊き､かたづけができる

13.サラダが作れ片付 けができる ･野菜を洗 うことができる

･皮剥き器を使って皮をむく

･野菜調理器や缶切 りがつかえる

14.お好み焼きを作 り､かキづけができる

15.フー ドプロセッサーをつかって鮫子を作る

16.食器洗い､食器ふき､片づけができる

17.流 しや レンジ周 りなどの後始末ができる
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2段階●口ロロ料理編●包丁を撃つ 19.買い物ができる

20.包丁を使える (銀杏 .半月 .輪 .千 .みじん切 り等色々な素材切 り､2等分､

4等分､皮むき)

軍1.包丁等の道具を安全に扱 うことができる

22.味噌汁を作 り､かたづけができる

23.豚汁を作り､片づけができる

24.カレ｢類 (シチュー､ノ.､ヤシライス他)を作 り､片づけができる.

25.麺類を作 り､片づけができる a.妙める (焼きそば､ビーフンなど)

b.煮る (ゆでうどん､ゆでそばを使 う)

C.具の準備をし､麺をゆで､合わせる (乾麺 :そば､うどん､パスタ､そうめん)

26.井物 (親子 .カツ .三色他)

27.食材の名前を知 り､栄養素について学習する

3段階●食調理●応用編●人で作る 28.栄養バランスのとれた食事メニューを考えるこ.とができる

29.レシピを見て料理を作 り､かたづけができる (鮫子､焼き魚､ハンバーグ､

チャーハン､鍋､野菜妙め､青菜のおひたし､デザー ト､おやつ他)

30.サンプルやレシピを見て朝食を作 り､かたづけができる ( 分)

31.栄養のバランスを考えた朝食を作 り､かたづけができる ( 分)

32.時間を見ながら臨機応変に朝食を作る ( 分)

33.弁当を作 り､後片づけができる ( 分)

34.レシピやサンプルを見て､夕食を作り､後片つけができる

35.栄養を考えた夕食を作 り､後片付けができる

36.家 (学校)にある材料で一食分の献立を考えて作る

37.買い物からかたづけまでの調理活動を一人でやる

38.買い物の決算ができる (現金出納帳､家計簿)

39.予算内の買い物ができる

40.人数分の食事ができる

その他 41.友人と役割分担して会食用の食事を作ることができる

42.外食ができる

43.コンビニや弁当屋を利用できる
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資料2 ｢被服｣学習内容一覧

具 体 的 な 内 容

洗港 辛で撃つ 1.運動靴を洗うことができるo

2.靴下を洗う○

3.特別な洗濯物を洗う○ (ひどい汚れ物)

4.特別な洗濯物を洗うo (洗濯機で洗えない物)

洗濯機で撃つ 5.必要な洗剤の量が分かり､洗濯することができる○

6.洗濯機の操作が分かり､洗濯することができる○

7.取り扱い絵表示が分かり､洗濯することができる○

8.洗濯ネットが必要な衣類を洗濯することができるo

9.ひどい汚れ物は別にして洗濯することができる○

10.色物の衣類は別に洗濯することができる○

ll.洗濯機の使用後の手入れをすることができるo

12.アイロンの使い方が分かり､利用できる○

13.用途や繊維にあった洗剤の使い方が分かり､利用できるo (漂白剤､柔軟剤等)

14.クリーニング店の利用の仕方がわかり､利用できる○

裁鍾 15.手縫いの手順がわかるo (糸通し.玉結び .なみ縫い .玉留め)

16.ボタンをつけることができる○

17.ひも通しができるo

18.服のほつれなどを直すことができるo (裾上げ等)

19.携帯用の裁縫セットについて知 り､利用することができる○

20.なみ縫いで､日常生活に使 うものを作ることができる○

21.ミシンを使って日常生活に使 うものを作ることができる○

22.刺繍や編み物等､余暇につながる活動ができるo

服装 23.季節や気候にあった服装が分かり､着こなすことができる○

24.目的に応 じた服装が分かり､着こなすことができる_ (冠婚葬祭､交際､

カジュアル等)

25.好ましいコーディネー トができるo

26.洋服等にはサイズがあることが分かり､自分のサイズを選ぶことができる○

(靴 .帽子も含む)

27.洋服等の購入方法を知り､買うことができる○

28.しみぬきができるo

29.革靴をみがくことができるo
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資料3 ｢住まい｣学習内容一覧

具 体 的 な 内 容

拭き棉除 1.雑巾や布巾をもみ洗いできる

2.雑巾を絞れる

3.雑巾やタオルをたたんで拭き､汚れたらたたみかえすことがでる

4.台を拭き残 しなく拭 くことができる

5.部屋をすみずみまで雑巾で拭ける

6.さんの拭き方がわかって､きれいに拭ける

7.住居用洗剤 (マイペ ット等)の使用ができる

8.時間内に拭き掃除ができる

棉き拷除 9.いろいろなほうきを使える (座敷等､自在等､竹等､短､長)

10.いろいろなちりとりを使える

ll.狭い場所の掃除ができる

12.教室のひろさを掃除できる

13.庭掃きができる

14.掃除機で掃除ができる (組み立て､袋取 り替えと購入､片づけ)

15.時間内に掃き掃除ができる

拷除応 ■用編 16. トイレ掃除ができる (掃除方法､洗剤の使い方や消毒方法)

17.風呂掃除ができる (洗剤やかびとりの使い方やあらい方)

18.ガス台の掃除ができる(掃除の方法､薬品の使い方､油汚れやこげつきの落とし方)

19.換気扇の掃除ができる(掃除の方法､薬品の使い方､油汚れの落とし方)

20.冷蔵庫の掃除ができる

21.いろいろな掃除用具の用途や使い方がわかる

22.エアコンやフアンヒ｣タ-の掃除ができる (フィルター等)

23.シンクの掃除ができる

住まいの>＼･.･.･.･..._と ll25.電球のワッ ト数がわか り､安全に注意 して､電球の取 り替えができる (いろいろ

な場所の蛍光灯､電球など)

26.電球や電池類を売っている場所がわか り､買いに行ける

27.電池の入れ方や充電の仕方 (懐中電灯､CDラシ寸カセ､ひげそ り他)や種類がわかる

28.電池の有無をチェッカーでしらべる

29.冷暖房器具を利用できる (電気ス トーブ､エアコン)

30.ガス暖房機を利用できる (点火､消火安全)

31.石油暖房機が利用できる (灯油の取 り扱い､ポンプの取 り扱い､点火､消火､

危険､安全)

32.簡単なベ ットメイキングができる

33.布団干 しができる

34.いろいろなフック (接着剤､吸盤､.釘､ネジ釘)がつけられる

35.お花をいけることができる

36.テーブルセ ッティングができる

37.たんすの引き出しの中をきれいに整頓できる

-
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資料4 ｢調理｣ アンケー ト用紙

<らし (調理) 現状&希望77ンケート
名前

1.現状についてお聞かせ下さい｡
各項目の現状をアルファベットから選んでスキル､自発度､頻度欄の全てにご記入下さい｡

AcB芸^̂̂芸蔓蓋LL;芸ifi55-i; で任せられる :B貢琵 憲 gbb､ら始める 艶 聞

学習項目 スキル 自発度 頻度 希望

1 自分が食べたいメニューを考える

2 朝.昼.夜に応じたメニューを考える

3 家庭にある材料でメニューを考える

4 栄養バランスの良いメニューを考える

5 必要な材料の買い物をする

6 予算内で買い物をする

7 買い物の決算をする(現金出納帳､家計簿)

8 身支度をする

9 手洗いをする

10調理器具を準備する

ll材料を洗う

12材料を切る 1)切り分ける
2)小さく切る(1cm程度)

3)色々な形に切る

4)皮をむく

13ポットを使う

14電子レンジを使う

15オーブントースターを使う

16電磁調理器を使う

17ガス器具を使う

18盛りつける

19食器を並べる

20食器洗いをする 11)手洗い2)食洗機

21食器ふきをする

22食器を元に戻す

25流し台や調理台の後始末をする

24ゴミを分別して､捨てる

25市販のレシピを見て調理を進める

26本人に合わせた手順表を見て調理を進める

2.雷.芦iB:違LLtTT.雷獣 蒜 BTlgJLit;つを選び､希望欄 に順位をご記入ください._ 1
*もし加熱器に関して選ぶ場合は13.14.15.16.17の中からlつのみにしてください.

3.自由記述(食生活で望むことや困っていること等)
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資料5 ｢調理｣ 学習指導案

高等部 生活支援

くらし ｢調理｣ 学習指導案
日 時 :平成 24年 1月27日 (金)10:20-ll:20
対 象 :高等部2年4名 (女子 1名､男子 3名)
場 所 :調理室
指導者 :渡連 聡

1 題材名 ｢市販の レシピで作ろう一野菜妙め2-｣

2 題材設定の理由

本校高等部では､生徒の生活支援に関する内容を扱 う教科として ｢くらし｣がある｡卒業後

の自分自身の暮らし方､さらには生き方を主体的に考え､選択 し体験を重ねる学習を独立した

授業形態 ｢くらし｣として設定している｡｢くらし｣ は ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣｢生活知識｣

の4分野で構成されている｡ その中で実践的な活動を通した技能や技術面の習得に重点を置い

た ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣の3分野を ｢くらし｣と総称し､週 1回約 2単位時間 (110分)

の授業を設定している (1年間を3期に分け､クラスごとに各分野を6- 7回学習する)0

本時で扱 う ｢調理｣は ｢調理に関する実践的な活動を通して､生活に必要な知識と技能を身

に付け､生活にいかす｣ことを目標としている｡計 26の項目 (具体的な学習内容)を基に､本

人 ･保護者-のアンケー トを踏まえて指導計画を編成し､高等部2年生 10名を昨年度 と同じメ

ンバー構成の3グループに分けた｡

本授業の対象者は高等部 2年生第3グループの4名である｡ 1年時には服装､準備等の衛生

面､包丁の安全な使い方を学習するとともに､簡単な一品料理を調理する課題に取 り組んでき

た｡本人 ･保護者-のアンケー トによると､技能の習得や家庭で調理をする頻度は生徒によっ

て異なるが､自分で調理を進めることや栄養バランスのとれた献立を考えることを課題とする

生徒が多い｡そこで今年度は､レシピや手順表を見て調理をすることと､本校の栄養教諭に事

前のメニュー作成時に立ち合ってもらい､栄養バランスの良いメニューを考える学習に取 り組

むこととした｡また､自分のライフスタイルを考え､それに合った食生活を考えて卒業後の将

来の具体的な食生活を考える機会とする学習内容にも取 り組んでいる｡

以上､本グループの生徒の実態と卒業後のライフスタイルを考え合わせると､家庭にある材

料を使って栄養バランスのとれた一食分を調理することが課題 として考えられる｡自分の､あ

るいは家族の分の食事の献立を考え､買い物 ･準備 ･調理 ･片づけまでを自分一人で行 う段階

までにはほとんどの生徒が至っていないが､日頃台所に立つ習慣が身についている生徒が多い

ため､市販のレシピを見て調理をする下地は十分に整っていると考えられる｡同時に､支援を

必要とするときに自分からどのように依頼をするか､そのや り方を学習することもあわせて課

題となる｡

今回の題材の ｢市販のレシピで作ろう一野菜妙め2-｣は本グループが今期第3回目の授業

で行ったものの応用である｡ 前回はレシピを見て食材の買いものをして調理を行ったが､今回

は各自の家庭にある野菜を使って調理をする｡ 日常の､そして卒業後の生活において､買いも

のに行かなくても家庭にある食材からメニューを考え､調理をすることは十分に考えられこと

である｡ また､野菜妙めは基本的な妙めものの主菜 としてだけでなく､ラーメンや焼きそばの
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具材 としても使え､休 日の昼食 として実用化 しやすいメニューと考えられる｡

以上から､レシピ本を見ながら家庭にある野菜を使って野菜妙めを調理 し､日常生活におい

て家庭で継続的に自分から進んで調理をする動機づけになるであろう題材を設定する｡

3 目標

1)食生活に関して必要な知識 と技能を身につけ､現在の生活に活かしながら卒業後の生活

の準備をする｡

2)自ら進んで調理に取 り組むことができる｡

4 指導計画 (本時4/7回)

回 実施 日 主な内容
考える つくる

1 1/ ll ｢身支度について考える｣ ｢市販のレシピで作ろう- さけのムニエル-｣

2 1/ 18 ｢包丁の安全な扱い方を知る｣ ｢市販のレシピで作ろう-チキンソテー- ｣

3 1/25 ｢栄養バランスのとれたメニ ｢市販のレシピで作ろう
ユーを考える｣ -野菜妙め-｣

4 1/′27 ｢家庭にある材料でメニュー ｢市販のレシピで作ろう
(本時) を考える｣ -野菜妙め2-｣

､5 2/22 ｢きれいな盛 りつけ方を考え ｢市販のレシピで作ろう
る｣ -豚肉のしょうが焼き-｣

6 2/29 ｢食事場面でのマナーを知る｣ ｢市販のレシピで作ろう- ホイ コウロウ-｣

7 3/ 7 ｢自分の作った料理を友人に食べてもらお う

5 本時の学習

1)本時の目標

(1)調理に関する衛生､栄養について学び､将来の食生活を考える｡

(2)家庭にある材料を使い､レシピ本を見ながら調理をすることができる0
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2)生徒の実態および目標 ･手だて

生徒 実態 個人目標 指導の手だて 関連する個別教育計画

A ･自分でメニューや栄養バラン ･本時のメニュー ･本時のメニューの材料

スを考えることは家庭ではほ が栄養 バ ランス が5色バランス表の赤､

とんどしていない○ の とれ た もので 白､黄､緑､黒のすべて

･毎日､ガス器具を使い､家庭 あ る こ とを知 る に当てはまることがわ

高2 で調理を行っている○ ことができるo かるよう支援するo

男 ･実習中のお弁当を自分で作つ ･全員分の味噌汁 ･自分の調理の合い間に

てくるo を作 るこ とができるo 味噌汁が作れるよう､時間配分に気 をつけるよう声掛けをするo

B高2男 ･週に何 日かは食器並べを行つ ･衛生面に気 をつ ･準備段階での服装､ 指 示 が 分

ているo けて調理 をす る 手 洗 い等 のチ ェ ック か らな い

･週に何 日かはレンジや トース ことができる○ 表を用意す る○ 時 や 困 つ

タ- を使 って調理 を してい ･や り方がわか ら ･レシ ピ本 の他 に手順 た時に､自

るo ない ときに は 自 表を用意す るoそれ ら 分 か ら支

･手順表やレシピを見て調理す 分 か ら支援 を求 を見 な い で作 業 を し 援 を求 め

ることを課題 としている○ め る こ とが で き そ うな場 合 に は声掛 る こ とが

旦｣._ けをする○ できる○

C ･調理をするスキルはあるが､ ･自分で工夫 して ･どの野菜をどのように 家庭 で調

家庭ではほとんど行っていな 調 理 に取 り組 む 調理す るのか考える支 理 で き る

い○休み期間に トースターを ことができる○ 援をする○ レパ ー ト

高2 使つての簡単な調理をし､食 ･レシピ本 を見な ･一つひ とつの作業が リー を増

男 器並べをする程度である○ が ら調理 をす る 終わったら報告をし､ やす○

･家庭にある材料で献立を考え ことができるo 自分 か ら次 の作 業 を

ることを課題 としているo 行えるよう支援する○

D高2女 ･手順表やレシピを見て調理す ･本時のメニュー ･本時のメニューの材料

ることは見守 りでできるo が栄養 バ ラ ンス が5色バランス表の赤､

･栄養バランスのとれたメニユ の とれ た もので 白､黄､緑､黒のすべて

-を考えることが課題 となつ あ る こ とを知 る に当てはまることがわ

ている○ ことができる○ かるよう支援するo

･後片付けが家庭での課題 とな ･作業の合い間に ･使った器具をその都度

つているo 片付 けを行 うことができるo 片付けることができるよう､声掛けをする○

※ 下線は個別教育計画の目標 との関連を示す｡
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3)本時の展開

時間 学習内容 指導内容 留意点 個人目標 手だて

5 ･集合する〇･挨拶をする〇･本時の予定を聞く○ ･必要なものを持って調理室に集合する〇･本時の授業内容がわか り､見通しを持つ○ ･忘れ物は自分から報告できるよう声掛けをする〇･号令をかける 【B】を指名するo

5 ･復習をするo ･衛生面で気をつ ･豚肉を扱ったあとに必 ･【B】 ･【B】

けることを発表 ず手洗いすることを確 衛生面に気をつけて調理をすることがで 準備段階での

するo 認する○ 服装､手洗い
･本日のメニュー ･【A】【D】 等のチ ェック
の栄養バランス 5色バランス表を見な 表 を 用 意 す
を確認するo がら､栄養バランスを確 きる○ るo

認する○ ･【A】【D】本時のメニューが栄養バランスのとれたものであることを知ることができる○ ･【A】【D】5色バランス表を用意する(事前学習でも使用する)o

5 ･本時の調理手 ･レシピ本を見な ･順に材料を読み合わせ ･【C】 ･【C】

順 を確 認 す がら材料を確認 るo 自分で工夫 し どの野菜をど

るo する〇･レシピ本を見ながら手順を確認する○ ･家庭から持ってきた野 て調理に取 り のように扱 う

菜をそれぞれ確認する○組むことがで のか考える支
･調理の手順を読む○ きる○ 援をする○

40 ･野菜妙めを作 ･レシピ本を見て ･【C】(授業前に) ･【A】 ･【A】る〇･野菜妙めを盛 調理をする〇･自分の分と食べ 米を研ぎ､炊飯器のスイ 全員分の味噌 時間配分に気

ツチを入れる○ 汁を作ること をつけるよう

･【A】全員分の味噌汁を作る〇･レシピを見てやり方が ができる〇･【B】や り方がわか 声 掛 け を する〇･【B】レシピ本の他
分からないときは質問 らないときに に手順表を用

をするよう声をかける〇･一つひとつの作業を正確に行 うことができるよう見守る○ は自分から支援を求めることができる〇･【C】レシピ本を見 意する〇･【C】一つひとつの

りつける〇･ご飯と味噌汁をよそう〇･試食をする〇･試食をしても てもらう人の分 ながら調理を 作業が終わつ

を別に盛 りつけ することがで た ら報 告 を

る〇･野菜妙 めを友 きる〇･【D】 し､自分から次の作業を行えるよう支援する〇･【D】
らうo 人､先生に食べ 作業の合い間 使った器具を
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片付 けをす
る｡

本時のまとめ
をする｡

･挨拶をする｡

使用 したものを
片付ける｡
食器類を手洗い
する｡
野菜妙めを食べ
てもらった人に
感想を聞きに行
く｡
食べてもらった
人の感想を発表
する｡
調理実習評価表
を記入する｡
調理実習評価表
を提出する｡
授業の終わりを
意識する｡
･持 ち ものを持
ち､教室に帰る｡

時間内で片付けができ
るよう支援する｡
丁寧に作業が行えるよ
う見守る｡

号令をかける 【B】を指
名する｡
･忘れものがないことを
確認する｡

4)準備物

手順表､レシピ本､調理実習評価表､まな板､包丁､ボール､ざる､フライパン､ふた､

鍋､おたま､計量スプーン､計量カップ､食器かご､菜箸､茶碗､お椀､皿､箸

5) 評価
(1) 個人目標の評価

授業名 :くらし (調理) 授業日:平成 24年 1月 27日 (金) 授業者 :渡連 聡

生徒 個人目標 評価 コメン ト

A ･本時のメニューが栄養バランスのとれたものセあることを知ることができるo

･全員分の味噌汁を作ることができるo

B ･衛生面に気をつけて調理することができるo･や り方がわからないときには自分から支援を求

めることができるo

C ･自分で工夫 して調理に取 り組むことができるo･レシピ本を見ながら､調理することができる○

D ･本時のメニューが栄養バランスのとれたものであることを知ることができる○

･作業の合い間に片付けを行 うことができるo

評価
･次時の個人の目標設定の資料とする｡
:○△×の3段階で行い､コメン トがあれば加える｡

(2) 授業の評価

授業名 :くらし (調理) 授業日:平成 24年 1月27日 (金) 授業者 :渡連 聡

項目 評価内容 評価
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2 本時の目標は適切であったか○

活動 3 本時の目標に合った学習活動であったか○

辛だて 4 教材が適切であったか○

5 教材の提示方法は適切であったか○

6 教材の使い方は適切であったか○

7 教示方法は適切であったか (わかりやすさ.口
調など)o

8 子 ども-の援助方法は適切であったか○

9 集団の統制は適切であったかo

10 子 どもの反応の捉え方は適切であったか○

TT 11 教員間の役割分担とその連携は適切であった
かo

学習環境 12 本時の時間配分は適切であったかo

評価の目的 :本授業を評価することによって次の授業の資料 とする｡

評価 :○△×の3段階で行い､コメン トがあれば加える｡

(3) 個別教育計画運用の評価

個別教育計画との関連事項

生徒 個別教育計画からの目標 個人月標達成度評価 場面の適切性評価 手だて適切性評価 次時-の課題 個別教育計画-の課題

A

B 指示が分からない時や困った時に､自分から支援を求めることができる○

C 家庭で調理できるレパー トリーを増やすo

D

評価の目的 :.個別教育計画からの目標 と達成度､目標に対する手だて .指導場面が適切

評価

であったかを評価する｡
･個別指導計画を見直す資料 とする｡
○△×の3段階で行い､コメン トがあれば 加 える｡

(4) 指導計画の評価
単元 .題材名 .授業名 ..くら-し (調理)fレシピを見て作ろう｣
総時間数 :7
授業日 :平成 24年 1月 11日 (水)～平成 24年 3月 7日 (水)
指導形態に関して 指導内容に関して 時間数に関して
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6学習場面図
指導場面図(調理時)
蔵

合⊂

指導場面図 (着席時)

蔵

舎⊂ G)
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資料6 ｢調理｣
ゴショク ヒョウ
5色チェック表

竃前

平成24年 月 日 ( )

シヨクザイ食材 シロ白 糊日放汝耶居m一′ 淋:. .
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資料7 ｢調理｣

ちょうり

くらし (調理)
じゆんび

準備
てじゆんひょう

手順表 No.1

1 いりぐち あし入口のマットで足をトントンする

2 て あら手を洗 う

3 て て手ふきタオルで手をふく

4 きエプロンを着る

5 さんかくきん三角巾をつける

6 マスクをつける

7 に もつ ちようりしっ そと たな お荷物を調理室の外の棚に置く

8 だい台ふきんでテーブルをふく

9 せき
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ちょうり

くらし (調理)
じゆんび

準備
てじゆんひょう

手順表 No.2

10 せつめい き説明を聞く

ll ほうちよう いた めつきん こ だ包 丁 とまな板を滅菌庫から出す

12 ちようり き ぐ調理器具をそろえる

13 しよつき食器をそろえる

14 ちようり調理をはじめる
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資料 8 ｢調理｣ 実習評価表

高等部 くらし (調理)

平成 年 月 日 ( )

ちょうりじっしゆうひょうかひょう

調理実習評価表
なまえ
名前

きにゆう すこ ときどき
※記入のしかた ◎ ;よくできた ○;できた △ ;少し･時々 - ;やらなかった

じゆんび じこひょうか せんせい ひょうか
準備 自己評価 先生の評価

つめ き爪が切ってある

てあら手洗いをした

ちようり じこひ上うか せんせい ひょうか
調理 自己評価 先生の評価

えいせいめん き衛生面に気をつけた

み ちようりレシピを見て調理した

ほうちよう あんぜん つか包丁が安全に使えた

あんぜん つかガスコンロが安全に使えた

あとかたづ じこひ上うか せんせい ひょうか
後片付け 自己評価 先生の評価

しよつき あら食器を洗った

なが だい流し台､ガスコンロをきれいにした

いよく たいど じこひょうか せんせい ひ上うか
意欲 .態度 自己評価 先生の評価

いよくてき意欲的にできた

つぐ作ったもの

ざいりよう材料

た ひと かんそう食べてもらった人の感想

じゆぎよう かんそう授 業の感想
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資料9 ｢調理｣ レシピ (野菜妙め)

讐

書
｣
了

､

､

､
.

豚C3- ス 薄 切り 肉

にん じ ん ･-･･･････
ねぎ- - -･-････-

･･ - ･ ･･100g にんにく ----････････-･-7片

L･･･---30g サラダ油･.･･･-･･-･･-･大さじ1
シ妄本 塩

キャベツ･--････大3枚(300g) こしょう

∴

キャベツは葉と
かたい軸を切り

分 け ､ 葉は大きめのざ
く 切 り ､ 軸 は薄く切る｡

･､;
にんにくは包丁

の腹を当てて押

しつぶすO

了
豚肉は3-4cm

幅くらいの食べ

やすい大きさに切る｡

-･-･=--･･-小さじyi

･--------少々

惑

フライパンを少

し傾けてサラダ

油とにんにくを弱火で

熟し､香りが立ったら

強火にするL,

享-:::--

冒 ;:I:'･;-I-;itI-ミ… 長 整 式 二

豚肉を入れてほぐしながら抄め､に

んじんを加えて妙め合わせる｡

三奉 _享去 至頭 重 -_墓 表 表

キャベツの軸､葉､ねぎの順番に加

えて､全体を混ぜながら妙める..､

盟

油がまわったら

塩､こしょうを

ふって味を調え､ざっ

とひと妙めして､器に

盛るO

:､二+I I ､十･･: ､･､十 日 ■了立;.こE.i:

いちばんやさしい基本のおかず 検美崎 聡美 成美堂出版 p･23
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資料 10 ｢被服｣ 学習指導案
高等部 生活支援

くらし実技 ｢被服｣学習指導案
日 時 :平成 24年 1月 27日 (金) 10:20-ll:20

場 所 :個別学習室 ･くらしの学習室

対 象 :高等部 1年 10名 (男子 5名､女子 5名)

指導者 :合揮加奈子 (MT)高野裕美 (ST l)松本晃 (ST2)

1.題材名 ｢すてき !かいてき !わた しの服｣
2.授業設定の理由
本校高等部では､生徒の生活支援に関する内容を扱 う中心的な教科として｢くらし｣がある｡

卒業後の自分自身の暮 らし方､さらには生き方を主体的に考え､選択し体験を重ねる学習が独

自の授業内容をもつものと捉え､独立した授業形態 ｢くらし｣として設定 している｡

｢くらし｣は ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣｢生活知識｣という4分野で構成 されている｡その中

で実践的な活動を通した技能や技術面の習得に重点を置いた ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣の3分

野を ｢くらし実技編｣と総称 して､週一回約 2単位時間 (110分)の授業を設定している｡

(一年を3期に分け､クラスごとに各分野を6､7回学習する｡)一方､経済生活､安心なくら

し､地域生活､人付き合い等に関する社会生活に必要な幅広い知識を身につけることを中心的

な内容とする ｢生活知識｣の分野を週一回約 1単位時間 (60分)設定している｡

本時で扱 う ｢被服｣ では､｢洗濯｣｢裁縫｣｢服装｣(学習内容一覧表参照)の3つの内容につ

いて､合わせて約 30の学習項目を設定している｡これ らを基に､本人のニーズや保護者のア

ンケー ト､学年の特性等をふまえ､指導計画を立てている｡

本授業の対象者は高等部 1年生 10名である｡高等部に上がり､身だしなみの大切さを少 し

理解 しはじめている｡ また､家庭での自分の役割-の意識も高まってきている｡ しかし､自分

の服-の関心は乏しく､自分で着るものを選ぶことや､自分で衣類を管理 していく意識はまだ

薄い｡｢被服｣分野の技能の習得や家庭における実践状況はまちまちであるが､時々洗濯の一部

分 (洗濯物の取 り込み､たたみ､収納)を行っているものの､家庭における自分の役割 として

日常的に行っている生徒は少ない｡また､学校や実習先の更衣室の使い方では､狭いスペース

で素早く着替えることが苦手な生徒や､衣類のたたみ方や収納の仕方に課題がある生徒もいる｡

このような生徒の実態や学年の特性をふまえ､生活に必要な服について考え､基本的な衣類の

手入れができることを中心に指導計画を作成 した｡

本題材は全 7回で構成されている｡1時間目では､自分の好きな服について考え､服-の関

心を高めた｡ 2,3時間目では服の清潔や身だしなみの観点から､衣類の手入れの必要性につ
いて考え､洗濯の一連の流れ (洗 う､干す､取 りこむ､たたむ､収納する)を実際に実践 した｡

本時では､｢たたむ､収納する｣を行 う｡洗濯の中でも ｢たたむ､収納する｣は､生徒が家庭

の自分の役割 として取 り組みやすく､学校や卒業後の就職先でも着替える場面があり必要とさ

れる｡ 前半では､しわのある服 としわのない服を比較 し､自分がどちらを着たいか選択 したり､

他者から見られる自分について考える｡ そして､きちんと ｢たたむ､収納する｣ことにより､

衣類を清潔に保つことや､衣類にしわがつきにくくなることを学習する｡後半では､課題別に

3つのグループに分かれて実践する｡｢収納場所に合わせてたたむ｣では､色々なたたみ方を経

験 し､形状の異なる収納家具や袋に衣類を収納する｡ 収納場所に応 じてどのたたみ方が適 して

いるか考える｡ ｢体を台にしてたたんで収納する｣では､更衣室の場面を設定し､机等に衣類を

広げずに､体を台にしたたたみ方を習得する｡また､なぜそのたたみ方が更衣室ではよいのか

を考える｡ ｢丁寧にたたんでしっかり収納する｣では､自分の服をたたんで収納することを繰 り

返 し学習する｡たたむ際に補助具を使ったり､収納場所にマークや衣類の形を示す工夫をした｡

｢被服｣ の授業では､生徒によっては手順表を準備 し､手順表を見て一人で進められるよう

な支援を行 う｡手順表は､家庭でそのまま使えるように､見やすくて使いやすいように工夫 し

た｡また､分からない時や困った時の相談の仕方や方法を学習することも重視 している｡｢被服｣

の学習をきっかけに､自分の服に関心をもち､自分の衣生活を自分のこととして捉えられるこ

と､また､学習が生活の場での実践に繋がることを期待する｡
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3.目標

○自分の服に関心をもち､服の清潔や身だしなみの大切さがわかる｡

○衣類の手入れの実践的な活動を通して､生活に必要な知識と技能を身につけ､生活にいかす｡

4.指導計画

回数 実施 日 学習内容

1 1/ ll 知識､関心､意欲 技能自分の好きな服

2 1/ 18 服の清潔と身だしなみ① 衣類の洗濯① (洗濯の一連の作業)

3 1/25 服の清潔と身だしなみ② 衣類の洗濯② (洗濯の一連の作業)

4 1/27 服の清潔と身だしなみ③ 衣類の洗濯③ (たたむ .収納する) 本時

5 2/22 服の清潔と身だしなみ④ 衣類の修繕① アイロンがけ

6 2/29 服の清潔と身だしなみ⑤ 衣類の修繕②

衣類の購入の仕方① 自分のサイズ

5.本時の学習

1)本時の目標

○衣類をたたみ収納することの大切さがわかる｡

○たたむ場所や収納場所に応 じたたたみ方､収納ができる｡

2)個人目標

坐荏 実態 個人目標 指導の手だて 個別教育計画の目標

阜 毎 日家で自分の洗濯物を ○自分が着て気持ちよい衣類 ○しわのある服と､ない服を着たたみ､収納まで行って を選ぶことができるo てどちらが心地よいか体感さ

男 いる○たたみ方も丁寧で ○収納場所に合ったたたみ方 せる○

チ ある○ ができるo ○何種類かのたたみ方を経験させ､収納場所にどのたたみ方が合 うか体験させるo

B女千 家では時々洗濯物たたみ 〇時間をかけずに着替えるこ ○実習先での着替えの場面を
をしているが､収納はし との大切さがわかる○○狭いスペースでたたむこと 例にあげ､素早く着替えること

ていない○学校の更衣室 を意識させるo

では､机に衣類を広げて ○スペースを区切 り､その中で

服をたたんでいる○ ができる○ たためるように促す○

C 家では時々自分の洗濯物 ○衣類の身だしなみの大切さ ○身だしなみが整っていないをたたんで収納 してい がわかる○ 人を見た感想を発表させるo

男 る○学校でも丁寧にたた 〇時と場所に応 じたたたみ方 ○何種類かのたたみ方を経験

千 んでいる○身だしなみが が実践できるo させ､収納場所にどのたたみ方

乱れることが時々ある○ が合 うか体験させるo

D男千 衣類 をたたむ意識 はあ ○自分が着たい服を選ぶこと ○しわのない服と､ある服を着

り､収納場所もマーク等 ができる○ どちらが良いか選ばせるo

で見分けて決まった場所 ○丁寧にたたむ意識をもち､ ○補助具を用いてたたみやすく

にしまうことができるo 決まった場所に収納できる○ し､収納場所には衣類の大きさの枠を設定する○

E 家では週に一度だけ自分 ○服を丁寧にたたむことや ○しわのついた服と､しわのなしの衣類をたたみ､収納 し 収納することの大切さがわ 服の比較や､虫食いの衣類を見

女 ているo学校の更衣室で かるo る○○更衣室の場面を設定し､図入りの手順表を用いるo

千 は､ロッカーの上に衣類 ○自分の体を台にしてたた
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F 時々家で自分の洗濯物を ○服を丁寧にたたむことや ○しわのついた服と､しわのなしたたみ､収納 している○ 収納することの大切さがわ 服の比較や､虫食いの衣類を見

女 たたみ方も丁寧である○ かる○ る○○何種類かのたたみ方を経験さ

千 学校の更衣室では､着替 〇時と場所に応 じたたたみ

えに少 し時間がかかって 方が実践できる○

いる○ せ､収納場所にどのたたみ方が合 うか体験させる○

G 毎 日家で自分の洗濯物を ○自分の服を大切にする意識 ○乱れた収納や､しわになった

たたみ､収納 している○ をもっことができる○○決まったや り方でたたみ､ 類を見せて良し悪 Lを判断させ

男 たたみ方は乱れることが る○

千 多く､学校でもたたんだ ○決められたたたみ方を促 し､

服がしわになって しまう 決まった場所に収納すること 収納場所には衣類の大きさの枠

ことがある○ ができる○ を設定する○

H 家では､毎 日自分で洗濯 ○自分が着て気持ちよい衣類 ○しわのある服 と､ない服を着 時計を見

をしているが､たたみ . を選ぶことができる○○自分の体を台にしてたたむ て どちらが心地 よいか体感 さ て行動で
女 収納はしていないo学校 せる○ きるo

千 の更衣室では､ロッカー ○更衣室の場面を設定し､図人

の上に衣類を広げてたたみ､時間がかかっている○ ことができるo りの手順表を用いる○

Ⅰ 家では時々家族の洗濯物 〇時間をかけずに着替えるこ ○実習先での着替えの場面を例 家族全員

をたたんでいるが､収納 との大切さがわかる○○決まったや り方でたたむこ にあげ､素早く着替えることを の洗濯も
女 しているoたたみ方は丁 意識させるo のをたた

千 寧である○学校の更衣室 ○更衣室の場面を設定し､図人 むo

では着替えるのに時間がかかっている○ とができるo りの手順表を用いるo

∫男千 家では毎 日自分の洗濯物 ○衣類の収納の大切さがわか ○しわのついた服 と､しわのなし髪､ネク

をたたんでいるが､収納 るo 服の比較や､虫食いの衣類を見 タイ､爪､

はしているo学校の更衣 ○たたんだ後と収納 した後に るo ひげをチ

室では急 ぐがゆえに収納 乱れがないか確認ができるo ○手順表に確認の項目を表記す エツクす

(3)準備物

しわのないTシャツ､しわのついたTシャツ､姿見､手順表､クローゼット､収納BOX､セーター､

トレーナー､Tシャツ､ズボン､くつした､ハンカチ､たたみ方支援シー ト

(4)展開

時間 学習活動 指導内容 留意点 個人の目標 手立て

授莱前 ○ くらしの学習室 1に集合するo ○必要な持ち物を準備することができる○

3 〇本時の予定 (揺 〇本時の活動内容 ○ホワイ トボー ド

分 業全体の流れ)を がわか り､見通 し に本時の予定を板
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2 ○服 の しわにつ ○しわのついた ○ しわのついた服

2 いて考える○○ ｢たたむ､収納 服 について考 え を用いて自分や相分 ることができる○○｢たたむ､収納す 手がどう思 うか考えさせる○○たたみ方や収納

する｣ことについ る｣について考える 場 所 の例 を あ げ

て考えるo ことができるo るo

〇時 と場所 に応 〇時 と場所に応 じ ○家庭や更衣室の

じたたたみ方 に たたたみ方につい 例をあげる○

ついて考える○ て考えることができる○

方を体験する○ 方ができる○○収納場所 に合 の手順表を用意す※以下を繰 り返して行 う○○収納場所 に合 る○○設定された収納

わせて衣類 をた わせ たたたみ方 場所に衣類を収納

たむo ができるo させるo

○取 り出 しやす ○取 り出 しやす ○どんなことに気

さや見やす さを さや見やす さを をつけてたたんだ

確認する○ 確認できるo かを発表させる○

｢体 を台に してたたんで収納する｣【E､H､Ⅰ】○更衣室でのた ○更衣室 に適 し ☆sT1が担当○更衣室の場面を

たみ方 について たたたみ方 につ 設定し､どのように

考えるo※以下を繰 り返して行 う○○手順表 に従 つ いて考 えるこ と たたんだらよいかができる○○手順表 に従 つ 考えさせる○○手順表を用意す

て衣類 をたたん て衣類 をたたん る○○教員がア ドバイで収納する○○実践 を振 り返 で収納す るこ とができる○○実践 を振 り返
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○自分が着て気持ち

よい衣類を選ぶこと

ができる｡

【A､D､H】

○衣類の身だしなみ

大切さがわかる｡

【C】

○服を丁寧にたたむ

ことや収納すること

の大切さがわかる｡

【E､F､J】
○自分の服を大切に

する意識をもっこと

ができる｡【G】

〇時間をかけずに着

替えることの大切さ

がわかる 【B､ Ⅰ】

○しわのある服

と､ない服を着て

どちらが心地よ

いか体感させる｡

【A､D､H】

○身だしなみが

整っていない人

を見た感想を発

表させる｡【C】

○しわのある服

と､ない服の比較

や､虫食いの衣類

を見せる｡

【E､F､G､J】
○実習先での着

替えの場面を例

にあげ､素早く着

替えることを意

識させる｡【B､

Ⅰ】

○収納場所に合った

たたみ方ができる｡

【A】

〇時と場所に応 じた

たたみ方が実践でき

る｡【C､F】

○たたんだ後と収納

した後に乱れがない

か確 認 が で き る｡

【J】

○自分の体を台にし

てたたむことができ

る｡【E､H】

○きまったや り方で

たたむことができ

る｡【Ⅰ】

○何種類かのた

たみ方を経験さ

せ､収納場所にど

のたたみ方が合

うか体験させる｡

【A､C､F】

○手順表に確認

の項目を表記す

る｡【J】

○更衣室の場面

を設定し､図入 り

の手順表を用い

る｡

【E､H､ Ⅰ】



｢丁寧 にたたんで しっか り収納する｣【B､D､G】○たたみ方 と収 ○正 しいたたみ ☆sT2が担当○正 しいたたみ方 ○狭いスペースでた ○スペースを区

納の仕方の見本 方 と収納 の仕方 と収納の仕方の見 たむことができるo 切り､その中でた

を見るo がわかる○○たたんで収納 本を示す○○個々の注意点を 【B】 ためるように促

※以下を繰 り返 ○丁寧にたたむ意識 す○【B】

して行 う○ をもち､決まった場 ○補助具を用い

○たたんで収納 所 に収 納 で き るo てたたみやす く

する○ する○ 意識させる○ 【D】 し､収納場所には

○実践を振 り返 ○実践 を振 り返 ○よくできた時に ○決まったや り方で 衣類の大きさの

るo ることができる○ は称賛する○ たたみ､決まった場所に収納することができる○【G】 枠 を設 定す る ○【D】○決め られたたたみ方を促 し､収納場所には衣類の大きさの枠 を設定するo【G】

1 〇本時のま とめ 〇本時の取 り組 ○生徒に実際に家

5)評価 (｢調理｣指導案の評価に準ずる)
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資料 11 ｢被服｣

くらし実技 ｢被服｣H23高1 仝イ太ワークシート

④きれいにたたむ !きれいにしまう !

ふく ふく おも

○しわくちゃの服としわのない服､あなたはどう思う?

ふく ふく
しわくちゃの服 しわのない服

掬脚 琵喜..蛋.,..拙.-1硬.※.一〇.I.-怒.

∝¥.･党.A-1p墨◆漣..揖捕宅1○営#◆

おも おも

ふ< き き しゃしん

○あなたはどっちの服を着たいですか? (着たいほうの写真に○をつけてね)

○しわがつかないためにはどうしたらいいかな?
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資料 12 ｢被服｣

くらし実技 ｢被服｣H23高 1
全快ワークシートr個人用1

④きれいにたたむ !きれいにしまう !

○きもらがいいのはどっち?

済 璽 く配

しわのないふく13重も与がいいね.I
かんそう

感想

/J:-～ <=.ig 1-1 ぎ7.∫ ,i'i～ 0 ?∵
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資料 13 ｢被服｣

くらし実技 ｢被服｣H23高 1

い る い あ かた

衣類に合 ったしまい方

平成24年 月 日 名前

○服にはたくさんの種類があります｡色んな服をしまってみよう!

○チェック!!

ハンガーに肩を合わせてかけることができた 一人でできた . 挑戦中

しわにきをつけてていねいにたたむことができた 一人でできた . 挑戦中

○ハンガーにかけた服はどれ?

○たたんだの服はどれ?

とくちょう

○ハンガーにかけた服とたたんだ服､どんな特徴があるかな?ハンガーにかけた服

☆ 我頬に合ったし幸い方(̂ >ポーにかけるかた定むか)を自分で考えてやってみSうt

成木日ILiTLILiA

ー121-



資料 14 ｢被服｣

くらし実技 ｢被服｣H23高 1

ばめ ん あ かた

場面に合 ったたたみ方

平成24年 月 日 名前

からだ だい とき つか

○体 を台にしてたたむ (ささっとたたみ)はどんな時に使えるかな?

ばめ ん あ かた

○場面に合ったたたみ方にチャレンジ !!
こういしっ かた

ボイントレノ1′＼rt ばしよ
せまい場所でもさっとたたみたい !

V 甘たたたみ方

かんそう ひとり ちようせんちゆう
たたんだ感想 -人でできた . 挑 戦 中

いえ せんたくもの とき かた

ポイント′＼～ しゆうのう じぶ ん あ
きれいに収納できる ! 自分に合っている !

V 憲たたたみ方

かんそう ひ と り ちようせんちゆう
たたんだ感想 一人でできた . 挑 戦 中

かた t3 1S助ん lさしJ: あ htた

☆いろいろなたた3F方に慣れこ 場面や場所に合ったたた31万をやってalJ=う.I
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資料 15 ｢被服｣
C グ ル ー プ ワ ー ク シ ー ト

はんかち じ ぶ ん せ ん せ い

'.bp#こ.

しまつ

たおる じぶん せんせい

+:iGr+iu:鞍u:1=p.･i 芳J沖■+. 誠東嶺濯深.､ー

¥.}'..寿,; +

.L一冊く一°.∴∴∵∴∴二

たたむ しまう

くつした じぶん せんせい

+屈

一.,=｡∫//i:'=P■緋昌〉
監護､.S=､端1拷- 粥だ摂

･L.嫌-衣 -,′宏一,.;き登く.2li糊賀-I-..rA;A..蟹
+

しまう

しやつ じぶん せんせい

罵寺L
蓬p

-.p 済 笛

:-:..:-
しまう

かんそう

たのしかつた むずかしかった がんばった
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資料 16 ｢被服｣

くらし実技｢被服｣ H23高1

ふく
服をたたむ

がつ に ち きんようび
1月 27日 金曜 日

き ょ う が くしゆう

今 日の学習 ブティックたたみをおぼえよう

かんせいず
完成図

かいすう じぶ ん ひょうか せんせい ひ ょうか

回数 自分の評価 (きれい:○ くち やぐちや:-) 先生の評価

か い め1回甲

か い め2回目

か い め3回目

か い め4回目

か い め5回目

力ヽ い め6回目

か い め7回目

か い め8回目

力ヽ い め9回目

か い め10回 目

かんそう
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資料 17 ｢住まい｣学習指導案

高等部 生活支援

くらし ｢住まい｣学習指導案

日 時 :平成24年 1月27日 (金)10:20-ll:20
場 所 :レインボーハウス (宿泊訓練棟)

対 象 :高等部3年 10名 (男子 5名､女子 5名)

指導者 :小島啓治 (MT) 山本由佳 (sTl)

木村有理 (ST2)

1.題材名 ｢将来の住まいを考えよう｣
2.授業設定の理由
本校高等部では､生徒の生活支援に関する内容を扱 う中心的な教科として｢くらし｣がある｡

卒業後の自分自身の暮らし方､さらには生き方を主体的に考え､選択し体験を重ねる学習を独

立した授業形態 ｢くらし｣として設定している｡

｢くらし｣は ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣｢生活知識｣ という4分野で構成されている｡その中
で実践的な活動を通した技能や技術面の習得に重点を置いた ｢調理｣｢被服｣｢住まい｣ の3分
野を ｢くらし実技編｣と総称して､週一回約2単位時間 (110分)の授業を設定している｡

(一年を3期に分け､クラスごとに各分野を6､7回学習する｡)一方､経済生活､安心なくら

し､地域生活､人付き合い等に関する社会生活に必要な幅広い知識を身につけることを中心的

な内容とする ｢生活知識｣ の分野を週一回約 1単位時間 (60分)設定している｡ 本時で扱 う

｢住まい｣の学習内容は ｢拭き掃除｣｢掃き掃除｣｢掃除応用編｣｢住まいのこと｣の4領域で構
成されている｡計38の項目 (具体的な学習内容)を基にして本人 ･保護者-のアンケー トを

ふまえて､指導計画が編成されている｡

本授業の対象者は高等部3年生10名である｡ 1､2年時には全員が掃き掃除､拭き掃除の

他､本人 ･保護者の希望に応じて トイレ､洗面所､シンク､風呂､ガス台等の掃除を学習して

きた｡技能の習得や家庭での実施状況は生徒によってまちまちであるが､特に今期は卒業を間

近に控えた時期でもあることから､卒業後の生活に現実的につながる個別の課題や将来の生活

を考えたり､具体的なイメージをもてるような学習内容に取り組んでいる｡本人の希望として

は､10名中2名が卒業後いっか一人暮らしをすることを望んでいる｡2名はグループホーム

等での仲間との共同生活を希望している｡しかし､その実態は自己理解が不十分であったり､

具体的な生活のイメージをもつことが難しいことから､漠然とした憧れとして考えている生徒

が多い｡

｢くらし｣の授業では ｢自分から進んで行 う生活｣｢生活の主体者は自分｣という意識を高め

るための授業づくりを目指している｡生徒は ｢住まい｣の授業に対して､単に ｢掃除技能の訓

練｣というイメージをもつ傾向が強く､更に掃除は ｢汚いもの｣｢面倒なもの｣と捉えがちであ

る｡そこで､まず ｢住まい｣のメインテーマを ｢健康的で快適な住まいをつくる｣と設定した｡

その上で原則一回の授業を前後半に分け､前半は ｢健康的で快適なすまいを創造する (クリエ

イ ト)｣をテ｢マとし､自分の住まいを身近に感じること､将来の生活に憧れや見通しをもてる
ことを期待して､学習活動を設定している｡ そして授業後半は､｢健康的で快適な住まいを維持

する (ハウスキーピング)｣とし､掃除の仕方に加えて､住まいを維持するために必要な様々な

知識や技能の習得をねらった活動を設定している｡実際の活動では主体的な取り組みを促すた

めに､生徒の実態に応じてワークシー トや手順表の内容を工夫したり､様々なところで本人が

選択する機会を保障したりしている｡ 具体的な技能面での課題は､個別教育計画の目標との関

連を図るとともに､家庭での住環境､保護者の掃除のやり方や使用している道具等の情報を収

集して一人ひとりに応じたものを設定するように工夫している｡また ｢くらし｣の授業では､

｢できることを増やす｣｢自分でできることは自分でする｣ことを目指すと共に､生徒が支援を

必要とする時どのように依頼してよいのか､分からない時の質問､困った時の相談の仕方や方

法を学習することも重視している｡
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3.目標
○卒業後の生活のイメージを深めたり､自分の将来について考えたりすることができる｡

○現在および卒業後の想定される生活や住環境等に応じた暮らしに必要な知識と技能を身に

つけ､今の生活にいかしながら､卒業後の生活の準備をする｡

4.指導計画
1)授業計画 (本時4/7回)

回数 実施 日 学習内容｢健康的で快適な住まいを ｢健康的で快適な住まいを
創造する (クリエイ ト)｣ 維持する (ハウスキーピング)｣

1 1/ ll 将来の ｢暮らしの場｣ 布団干し､ベッドメイキング

2 1/18 住みたい家探し 洗面台の掃除

3 1/25 住まいに必要なもの ガス台の掃除

4 1/27 住まいの トラブル 蛍光灯､電球､電池 本時

5 2/22 安心､安全な住まい 冷暖房器具の使用法､手入れ

6 2/29 自分らしい ｢生活｣ 生活を彩る工夫 (花を生ける､絵画を飾る等)

5.本時の学習
1)本時の目標

○住まいに関するトラブルを想定し､その対処法について考える｡

○蛍光灯､電球､電池等の取り替え等に関する基本的な知識や方法を知り､自分から進んで取

り組むことができる｡

2)生徒の実態 ･目標および手だて

生徒 実態 個人目標 指導の手だて 関連する個別教育計画の目標

A 本人は将来親 との同居を希 ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

望している○家庭では毎日 ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す

風呂掃除､洗濯物の取 り込 ることを考えたり､知識 るo画像や実物を提示す

み､収納を行っている○ を深めたりする○○電池の交換をすることができる○ る○○プリントで名称や気をつけることを確認してから､モデルを提示する○

B 本人は将来親 との同居を希 ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

望しているo家庭では毎日 ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す

風呂掃除､タオルたたみを ることを考えたり､知識 る○

行っている○ を深めたりする○○電球の交換をすることができる○ ○プリントで名称や気をつけることを確認してから､モデルを提示する○

C 本人は将来親 との同居を希 ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク ○卒後の生活を

望している○家庭では毎 日 ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す イメージし､努

風呂掃除と､週 2回の トイ ることを考えたり､知識 る○画像や実物を提示す 力をするo

}掃除を行っているo を深めたりする○○電池の交換をすることができる○ る○○プリントで名称や気をつけることを確認してから､モデルを提示するo

D 本人はグループホームでの ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク ○自分の仕事
生活を希望しているo毎日 ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す (役割)に責任

風呂掃除を行っているo ることを考えたり､知識 るo画像や実物を提示す をもっことがで
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ができる○ をつけることを確認 してから､モデルを提示する○

E 本人は将来親 との同居を希 ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

望 している○家庭では毎 日 ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す

風呂掃除､週末に玄関掃除､ ることを考えたり､知識 るo画像や実物を提示す

洗濯を行っている○ を深めたりする○○電球の交換をすることができる○ る○○プリントで名称や気をつけることを確認 してから､モデルを提示する○

F 本人は将来グループホーム ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

での生活を経て､一人暮 ら ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す

Lをすることを希望 してい ることを考えたり､知識 るo

るo家庭では週 2､ 3回の を深めたりするo ○プリン トで名称や気

風呂掃除､週 1､2回の自 ○蛍光灯の交換をするこ をつけることを確認 し

室の掃除､食器洗い等を行 とができるO. てから､モデルを提示す

つているo るo

G 将来の生活を想定すること ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

はまだ難 しいが､本人はグ ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す

ループホームでの生活に興 ることを考えたり､知識 る○画像や実物を提示す

味をもっている0 2日に- を深めたりするo るo

回風呂掃除､週末に トイレ ○電池の交換をすること ○プリントで名称や気

掃除等を行っているo ができるo をつけることを確認 してから､モデルを提示する○

H 本人は将来一人暮 らしをす ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

ることを希望 しているo家 ルについて､自分ででき シー トの形式を工夫す

庭では週末に風呂掃除を行 ることを考えたり､知識 るo

つているo を深めたりする○○蛍光灯の交換をするこ･~とができる○ ○プリントで名称や気をつけることを確認 してから､モデルを提示するo

Ⅰ 将来の生活を想定すること ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

はまだ難 しいが､本人はグ ルについて､自分ででき ■シー トの形式を工夫す

ループホームでの生活に興 ることを考え.たり.､知識 る○画像や実物を提示す

味をもっているo家庭では を深めたりする○ るo

時々テーブル拭きを行って ○電池の交換をすること ○プリン トで名称や気

いる○ ができる○ をつけることを確認 してから､モデルを提示するo

∫ 本人は将来グループホーム ○住まいに関するトラブ ○実態に応じてワーク

での生活を希望 しているo ルについて､自分セでき シー トの形式を工夫す

家庭では2日に一回風呂掃 ることを考えたり､知識 るo

除と､毎 日雨戸閉めと洗濯 を深めたりする○ ○プリントで名称や気

3)準備物 ∴

ワークシー ト (｢住まいの トラブルQ&A｣用紙と回答例､蛍光灯 ･電球 ･電池のワークシー

ト､ふり返 り用ワークシー ト)､手順表 (各生徒に応 じて必要なもの)､板書カー ド､ポスター

(前時までに学習したこと)､蛍光灯 ･電球 ･電池取り替え練習用道具一式

4)本時の展開

時間 学習活動 指導内容 留意点 個人の目標 手だて

5 〇本時の予定を聞く○○前時まで 〇本時の活動内容がわかり､見通しをもつ○○前時までの学習を思 ○予定を板書する○○各生徒が選んだ物件や間
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の復習をす い出し､本時の学習に期 取り等の画像を提示するo

る○ 待をもつ○ ○ ｢住まい｣のテーマ ｢健康的で快適な住まいをつくる｣を確認する○○ ｢だれと､どこに住むか｣に関わらず､｢できることは自分でする｣｢できないことは支援を求める｣ことは同じであることを確認するo

10 ○各自ワ- ○住まいに関するトラ 〇本時で扱 うトラブルは､ 【全員】住まい 【全員】実態

クシー ト ブルを想定して､その対 ガラスが割れた時､照明等 に関するトラブ に応じてワ-

｢住まいの 処法を考える○ がつかない時､リモコンが ルについて､自 クシー トの形

トラブル Q 動かない時等､想定しやす 分でできること 式を工夫す

&A｣に答 い内容や今期学習する実技 を考えたり､知 るo

える○ につながる内容に限定す 識を深めたりす 【ACDEG

る○○生徒の実態に応じて､ワークシー トを自由記述のものと選択式のものを用意する○○また設問数を変えたり､必要に応じて画像や実物を用意し､イメージをもちやすいように工夫する○ るo Ⅰ】画像や実物を提示するo

1.0 ○ワークシ ○自分に合った トラブ ○できるだけ生徒の発言を

- トの解説をする○ ルの対処法が分かる○ 引き出.しながら進める○○自分でできることを増やすと同時に､自分が分からないことやできないことは何かを知ることが重要であることを強調する○

20 ○電気に関 ○蛍光灯､電球､電池等 ○生徒の実態に応じて､蛍 【FHJ】蛍光 【全員】プリ

する実技を を交換することができ 光灯､電球､電池の3グル 灯の交換をする ントで名称や

行 う○ る~○ -プに分けるo ことができる○ 気をつけるこ

○安全に気をつけて作 ○生徒の実態に合わせて､ 【BE】電球の とを確認して

業をすることができるo 物の名称や気をつけること 交換をすること から､モデル

等をプリントで確認してから実際に行 う○○まず挑戦したうえで､難しいところは､支援を求めるように伝えるo ができるo【ACDGⅠ】電池の交換をすることができる○ を提示する○

5 ○評価用ワ ○各課題をふり返り､自 ○生徒が記入後､担当教員

-クシー ト 己評価をすることがで が記入し､今後につながる

に記入する○ きる○ 課題を絞って提示する○○ ｢手伝ってもらいたいこと｣と ｢自分が気をつけること｣に整理して記入する○

5 〇本時のま 〇本時の取り組みをふ ○使用したワークシー ト等

とめをす り返り､次回の授業や家 を参照する○

るo 庭での実践に向けて意 ○生徒に応じて､実際に家

5)評価 (｢調理｣ 指導案の評価に準ずる)
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資料 18 ｢住まい｣ ワークシート

こうとうぶそつぎょうご

∂鼻弓 Itさ ぞ う ず

未 来 予 想 囲
しごと

1.高等部卒業後､あなたはどんな仕事をしたいですか?(しますか?)

しょうらい す かんが

2.将来､どこに (だれと)住みたいと考えていますか? ○をつけましょう｡

いっぱん じゆうたく きょうどうせいかつ せ わ に ん*｢グループホーム｣ ～ 一般の住宅で5､6人が共同生活をします｡｢世話人｣
しょくじ せ わ きん けんこうか ん り かん た にらじょうせいかつそうだん

がいて､食事の世話､お金や健康管理に関するアドバイス､その他日常生活相談や
しど う ねんせい い けんがく おも だ

指導をしてくれます｡2年生で行った ｢グループホーム見学｣を思い出してみまし
よう｡

けっこん おも

3.あなたは､｢結婚したいなあ｣と思っていますか?

( 蟻 窟したい ( 瞳 窟したくない ( )ゎからない

*詣嬉したいと憲っている笑は筒蒜 で? ( 臓
｣ おも

4.あなたは､｢子どもがほしい｣と思いますか?

( )ほしい ( )ほしくない ( )ゎからない
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資料 19 ｢住まい｣ワークシー ト
L′&うら ♭t 誉 う ぞ う

｢1電束 のす 手 BI｣を 想 像 し′1=み さう
じつか らようしょ たんしょ

1.｢実家｣｢グループホーム｣｢アパート(ひとりぐらし)｣について､長所や短所
かんが

などを考えてみよう｡

轟所%楽寝みな己とも助かる己 と 駿 だ覆萄盈竃 み よ う O

たんしノよ しんばい こま かんが

短所､心配なことも屠ること 敬だ 蚤 考 慮 等 み よ う ¢

グ)_レフホームな力ヽ ま .(仲間と) ちljこうL/よだの たす hl'ん;,Bi

長所も楽♭み敬己と%助かるi=と な だ 家 電 免 官 み よ う o

たんし.よ しんばい (I:.こま かん7:)(

短 所 %心配なこと%.観ること 敬だ を 萄 兎 管 み よ う o

アパート(ひとり) そうようし,:にだの たす かんが

長所も楽寝 み 蔑己とも助潜る己と なだ蚤電盈竃みようO

たんL,よ しんばい と.I:.ま かんが
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資料 20 ｢住まい｣ワークシー ト
かんが み らい よ そ う ず じつげん ~′ べんきょう

2.あなたが考えた ｢未来予想図｣を実現するために､あなたがこれから｢勉強し
し なん

たいこと｣｢知りたいこと｣や ｢できるようになりたいこと｣は何ですか?
す tSL J;

[住む場所について】

かじ
[家事について】

た しご t かね ひと

[箸の他 :仕事や訴金.^づ重あいについて など】

い過ソ
1:1



資料21 ｢住まい｣ワークシー ト
ひと この せいかつ とうぜん へ や おお か ぐ

3.人によって､好みや生活スタイルはさまざまです｡当然部屋の大きさ､家具､
た お もの ようしつ わ しつ ひと ちが かいてき

その他置いてある物､洋室か和室かなど､人によって違います｡あなたの ｢快適｣
さが

を探そう!

-132-



資料22 ｢住まい｣ワークシー ト

じぶん この I5てっけん さが まえ L/

1.自分の好みの物件を探す前に､まずこれだけは知っておこう!

垂峯
けいやく か か
契約をして借りたり買ったりする

けいやく

契 約 とは､童撞岩 (この巌室､指揮を嘉ったり畠L/たりする荒と､鎚岸を会った
か ひと い し ひょうじ あ な た ほうりつ みと こ うい

り借りたりする人)の意思表示がぴったり合って成り立つ法律が認める行為です｡

轟
いえ へや か しよう たい
家や部屋を借りて使用することに対して､

( )

やちん いちかげつ いっかい やくそく ひ はら

★家賃は-ヶ月に一回､約束した日までに払います｡
にゅうきょ さい しききん れいきん や ちん べつ きん ひつよう ばあ い

★入居する際に､｢敷金｣｢礼金｣をいう家賃とは別のお金が必要な場合もあります｡
しききん れいきん かなら か ぞ く しんらい しえん しや そうだん

｢敷金｣｢礼金｣のトラブルもあるので､必ず家族や信頼できる支援者に相談しま
しょう｡

まど
間取りB E

ワンルーム
きょしつ だいどころ しき
居室と台所に仕切りがないもの

醍 (｢工ル｣-｢リビング｣)‥崖 車 :<･,uE,ングルーム
酎 ｢ディー｣-｢ダイニング｣)‥食事をする益鳥

酎 ｢ヶ-｣- ｢キッチン｣)‥詣
｢__｢ ふ ろ せんめんだい いったいか

顔 (｢ユービー｣-｢ユニットバス｣)‥お舶 ･<hfレ･東 面 'A が 二 席 臆へ や
した(区切られていない)部屋

ちくねんすう ち くこねんすう

蚕 室 壷 ‥去

たてもの た ねんすう
:建物が建てられてからの年数

の いちばんらか えき しょくば つうきん
歩きやバスに乗って､一番近い駅までかかる時間｡職場への通勤
じかんなど かんが えら

時問等も考えて選びましょう｡
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資料 23 ｢住まい｣ワークシート
み じふ ん す おも I5てっけん

2.インターネットやパンフレットなどを見て､自分が住みたいと思う ｢物件｣を
えら
選びましょう｡

も よ えき

最寄りの駅

えら りゆ う

選んだ理由

しら き ぬ など

【インターネットで調べたものや､パンフレットの切り抜き等をはりましょう】
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資料 24 ｢住まい｣ワークシー ト

題 済 盟 日 章

せいかつ ひっよう か ぐ かでん か だ

1.生活するために必要な家具や家電などを書き出してみましょう｡
い ま じぶん へ や

居間.自分の部屋では?

だいどころ

台所では?

せんめんじよ

洗面所では?

ほか へ や

その他の部屋では?
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資料25 ｢住まい｣ワークシー ト
せいかつ ひつよう か ぐ かでん いろいろ おお きの う

2.生活に必要な家具や家電は色々ありますね｡大きさやデザイン､機能､そして
ねだん み じぶん ほ おも せいかつ

値段もさまざまです｡カタログやインターネットを見て､自分が欲しいと思う生活
ひつよう か ぐ かで ん しら

に必要な家具や家電を調べてみましょう｡
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資料26 ｢住まい｣ワークシー ト
した ず さいていげん せいかつ ひつよう か ぐ かでん いちれい

3.下の図は､最低限そろえたい生活に必要な家具や家電の一例です｡
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資料27 ｢住まい｣ワークシー ト

せいかつ おく いろいろ と ら ぶ る こま いま

1.生活を送るうえで､色々なトラブルや困ってしまうことがあります｡今までは､
し かぞ< だれ ま かいけつ

あなたが知らないうらに家族の誰かが､いつの問にか解決してくれたこともたくさ
おも とき

んあると思います｡こんな時､あなたならどうしますか?
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かんが いらぶ かてい せいかつ

* ここで考 えたことは､ほんの一部です｡家庭での生活で､
おも とき かぞく しつもん

と思った時は､そのままにせず家族にどんどん質問したり､

じぶ ん

* ｢自分でできること｣を壇やそう!それと､もう=っ
たいせつ

ふ

こま

｢困ったなあ｣｢おかしいなあ｣
そうだん

相談したりしてみましょう｡

ひと

じぷ ん たす ひっよう

天f2]Jなことは｢自分ができないこと ｢助けが必要
じしん わ じぶん

主｣呈1をあなた自身が分かっていることです.そして自分か
しえんLや たす もと そうだん ぉ とな めざ
ら支援者に肋けを求めたり､相談ができる｢大人｣を目指
しましょう｡
* 義貞や豪篭を蓋ったお鼠 蒙の岩くの富嘉鼠 卦麦や莱 蓮蓋蒲 の聾箸､鹿御崖肇の読指 弓

をまとめて控えておくと､菌った鼠こすぐ迷霧をとれるよ.
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資料28 ｢住まい｣ワークシー ト-l-tt-t Z-■--■- 1 -- 1

あんぜん

｢安 全 ｣とは ･- ?
きけん め
危険な目にあったり､ケガをしたりしないこと｡
あんしん

｢安 心 ｣ とは ･- ?
きも お
気持ちが落ちついて､リラックスできること

がつこうたん丁ん

1.学校探

ぽうはん ぼうさい そな いえ かぞく こうせい せいかつ
防犯､防災の備えは､家のつくりや､家族構成や生活スタ

か て い きょう

イルなど､家庭によってさまざまです｡今日は､2つのポ
がくしゆう

イントにしぼって学習 しましょう｡

ふだ ん き ぽうはん ぼうさい たいさく

みんなが普段気つかないところにも､防犯や防災の対策はいろいろなところにあ
さが やくわり かんが

ります｡いろいろ探して､その役割などを考 えてみよう｡
ぽうはん
□防犯カメラ

なんきんじょう

ロチェーンロック､南京錠 (カギ)
けいびがいしゃ

□警備会社のセキュリティーシステム
ひじょうしょく

□非常食

□さすまた
しょうかき

□消火器
しょうかせん

□消火栓 など

じしんだいさく

さくねん3が つ おお じ しん いえ じ しんたいさく

昨年3月､大きな地震がありました｡あなたの家では､どんな地震対策をしてい
ますか?
か ぐ てんとうぽ う し か な ぐ つ つ ぱ り ぽ う

○家具転倒防止のための金具やつつぼり棒
ひさん ぽ う し

○ガラス飛散防止フイルム
うえ おも せいひん お

○たなの上のほうに重いものやガラス製品を置かない
げんかん せ たか か ぐ お

○玄関に背の高い家具を置かない
ひじょうぐら か くほ

○非常口の確保
ひな ん け い ろ ひ な ん ば しょ かくにん

○避難経路や避難場所の確認
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ひ じょうよう ふくろ

●非 常 用 も ら だ し 袋 (･｣エツクサックに入れて鳥篭 しておこう)
きちょうひん げんきん つうちょう いんかん けんりしょう

□貴重品 (現金 ･通帳 ･印鑑 ･権利証など)
いんりょうすい いちにちひ と り みつかぶんて い ど しよくりょう かん るい

□飲料水 (一日一人3リットル)3日分程度 □食 料 (乾パン類など)
かいちゆうでんとう よ び で んち けいたい

□懐中電灯 □予備電池 □携帯ラジオ

ロマッチやライター､ろうそく
きゅうきゅう ほうたい さんかくきん だっしめん しょうどくえき

口.救 急セット(包帯､三角巾､脱脂綿､消毒液など)
･いるい した ぎ るい

ロ衣葬 (下着､セーターやジャンパ一類)
ぽうさい ぼう

□防災ずきん､ヘルメット ロ防じんメガネ
かんき ISで<ろ

□缶切り ロポリ袋
はみが

ロナイフ ロ歯磨きセット

口トイレットペーパー

ぐんて
□軍手
あま ぐ
□雨具

ロタオル

した しゃしん せんせい にんかぞ く れい ほか ひと ひじょうしょく はい

★下の写真は､ある先生の4人家族の例です (この他にもうーっ非常貴が入ったリ
ね ぶくろ よう も だ おな

ュックがあります｡また寝袋やキャンプ用のマットもすぐ持ち出せるように同じ
ば しょ ひつよう かんが

場所にしまってあります)｡どんなものが必要かいっしょに考えてみよう｡みなさ
かてい かくにん

んも家庭で確認してみてください｡
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資料 29 ｢住まい｣ワークシー ト

Jt-- - - u
LJ誉 う へ や

わ rGLの 理 想 の部 屋
す がくしゅう はじ しやしん み す へ や えら

｢住まい｣の学習の始めに､写真を見て住みたい部屋を選びました｡これまでの
が<しゅう じぶ ん す りそ う へ や かんが

学習をふまえて､あらためて自分が住みたい｢理想｣の部屋を考えてみましょう｡
じっさい げんざい じぶ ん へ や らが わたし

実際の現在の自分の部屋とはずいぶん違うかもしれません｡でも｢私はこうしたい｣
わたし かんが せいかつ しごと う ｣
｢私はこうなりたい｣と考えをもっことは､生活にはりをもたせ､仕事に打ち込む

たいせつ

ためにも大切なことです｡

① ② @ ㊨ @

⑥ ⑦ ⑧ @". ⑩

⑪ ⑫ ⑱ ⑭ ⑯

いま へ や りそ う へ や らか ひっよう なに

今のあなたの部屋を､理想の部屋に近づけるために必要なもの､ほしいものは何
ですか?
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資料 30 ｢住まい｣-ワークシー ト
由一誉 < や く わ LJぶ んたん

わ た しが てきま ること､家 族 の投 書JJ 分 担
ねんかん す じゅぎょう とお けんこうてき かいてき す

これまで､3年間の ｢住まい｣の授業を通して､｢健康的で快適な住まいをつく
がくしゅう そう じ かた じぶ ん し

る｣ための学習をしてきました｡掃除のやり方など自分でできることや､知ってい
ふ こうとうぶそつぎょうご て つ だ

ることも増えまL/た｡高等部卒業後は､お墓 のÔtの ｢お手伝い｣ではありません.
ひとり おとな か ぞ く やくわり じぶ ん かぞく
一人の ｢大人｣として､家族のなかの役割として､自分のできることを家族のた
めにできるようになりましょう｡
した ひょう じぶ ん か そつぎょうご かんが か ぞ く

下の表に､自分ができることを書き込みましょう.卒業後のことも考えて､家族
そうだん かんが

と相談して､｢いつやるか?｣も考えてみましょう｡

どこ? なに? じぶん自分ができること いつやるか?

き よ しノつ居 室い ま じぶ ん へ や(居間､自分の部屋)㌔+チ.=~≡.-

/Sヽ ろ Ej:I風 呂 場J ij十I
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せ ん め ん しンよ洗 面 所lf=.た_く二,==: ≠三三三:≡.'=く.:i.梯is;-2三≡…:≡=

だ しヽ と≡こ ろ台 所

ーブん 力 んヽ玄 関

*ワークシー トは､この後､｢電池､電球､蛍光灯｣｢布団､ベッド｣｢防虫､防カ
ビ｣｢冷暖房器具｣｢その他｣と続きますが､ここでは省略します｡
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資料 31 ｢住まい｣ ワークシー ト

藻 助 辞 緒

す じ ぶ ん も1号 ご̀

使 手 もtを 自 分 ら しく 彩 る
かいてき けんこうてき いろいろ がくしゅう

これまでみなさんは､｢快適で健康的なすまい｣をつくるために､色々な学習を
き ょう さいしゅうかい さ い ご し あ じぶ ん す かざ

してきました｡今日は最終回です｡最後の仕上げに､自分の住まいを自分らしく飾
じぶん す お おも で しやしん かざ す

ってみましょう｡自分の好きなものを置いたり､思い出の写真を飾ったり､好きな
かざ たの

絵を飾ったりするとなんだか楽しい
I:JJh

丸

5号ん に ほ ん ゆた

分になりませんか? また日本には､豊かな
し き きせ つ はな かざ き せ つ ねんじゆうぎょうじ かざ

四季があります｡季節の花を飾ったり､その季節や年中行事にちなんだものを飾っ
きせ つ かん せい力＼つ おも

たりすることで季節を感じ､生活にもメリハリがついてくると思います｡
き ょう じっさい じょ し はな か かた い かた だ ん し がく かざ つ

今日は､実際に女子は､お花の買い方､生け方､男子は額の飾り方､フックの付
かた

け方などをやってみましょう｡
れい せんせい いえ て づ <

【例 :○○先生の家は､手作りのものでいっぱいです】

ー145-


